



日 時こ 平成 2年 9月 2日 く日1 9時30分
場 所 こ 富 山 医 科 薬 科 大 学 ほ か
シ ン ポ ジ ウム r先進技術 と 医 療 の 進 歩J
司会 佐々 木 博 く富山医科薬科大学副理事長1
黒崎 正夫く富山県医師合 理事I
l ． 新しい 画像診断技術 の医療 へ のイ ン パ ク ト
ー M RI を中心 に 一
高島 力く金沢大学医学部放射線科1
2 ． 超音波内視鏡検査
一 消化管診断学に お け る 位置づ け 一
田 中三 千堆 く富山医科薬科大学第 3内科一
山田 明 く富山医科薬科大学第 2外科1
3 ． 痛免疫治療 に お ける 大量細胞培養法の開発
清水淳三 く金沢大学医学部第 1外科1
4 ． 心臓 ペ ー シ ン グ に よ る不整脈 の診断 と治療
津川博 一 く金沢医科大学循環器内科ナ
5 ． 血祭交換療法に よ る家族性高 コ レ ス テ ロ ー ル 血症
の治療
小泉順 二 く金沢大学医学部第 2内科1
6 ． 整形外科領域の先進技術









内 科 分 科 会
第148 回 日本内科学会北陸地方会
A会場
座長 野 田 八 嗣く富山労災病院内科1
1 ． 著 しい 肝 脾腰 を伴 っ た 成人 の 伝染性単核球増多症
の 2例
0渋谷敏幸 ， 尾高和亮 ， 松本三 千夫




2 ． Klebsiela pn e u m o nia e 髄膜脳炎の 1 例
0高校正 芳 ， 澤 弥生 ， 能登 裕
木 田 寛 ， 杉岡五 郎く国立金沢病院内科
3 ． 多彩な合併症 を呈 した成 人発症風疹 の 1例
0 藤原隆 一 ， 嶋田 明彦 ， 嶋田佳文
大西定司， 束 徹 ， 山本 戦
く福井厚生病院内椰
坪坂誠司 ， 中井継彦 ， 宮保 進
く福井医大第 3内科
4 ． 肺結核 を 合併 した強直性脊椎炎の 1例
0 伊藤高 明 ， 太 田 黒 満美子 ， 前jlt泰宏
田中美恵 ， 沼 田直子 ， 小澤眞二
溝 田 明 ， 北尾 武
く国立療養所北潟病院内科
5 ． 尿道腱療 を形成 した ベ ー チ ェ ッ ト病 の 1例
0 上 野敏男， 中川靖夫， 山口正木
小川滋彦 ， 武田 康 t 岩渕邦芳
荒木 一 郎 ， 立村 森男 ， 森永健市
く浅 ノ 川総合病院内科
村 田孝 一 く同 婦人科
白岩紀久男 ， 木戸智正 く同 泌尿器科
座長 山内博正 く黒部市民病院内科1
6 ． 多発 性真菌性腫瘍 を合併 し た急性前骨髄性白血病
の 1例
0辻 博 ， 山内博正 ， 寺田康人
牧野 博 ， 森岡 健 ， 竹田慎 一
高桜英輔く黒部市民病院内糾
7 ． M u c o r myc o sis を合併 した 再発 Ac ute Lymph．
obla stic Le ukemia の 1救命例
0 望月康弘 ， 大竹茂樹 ， 吉 田 喬
中村 忍， 松 田 保 く金大第 3内科
真智俊彦 ， 舟田 久く同 高密度無菌治療鮒
8 ． IgG－ X 型M 蛋白血症 を呈 し た B細胞型慢性リ ンパ
性白血 病の 1 例
0 山岸昌 一 ， 中村 暁 ， 原 博元
打 田 諭 ， 小川忠邦く厚生連滑川病院内糾
吉 田 喬く金大第3内科
9 ． 慢性骨髄性白血病急性転化と の 異同が問題に な っ
た ． 好 中球 ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ タ ー ゼ 低 値 ． Pbl
染色体陰性の骨髄増殖症候群の 1例
0宇都宮 一 正 ， 和野 雅治 ， 吉田 明
神谷健 一 ， 福島俊洋 ， 岩崎博道
浦崎芳正 ， 今村 信 ， 河合泰
一
竹 内典子 ， 吉村輝夫 ． 田中経雄
綿谷須賀子 ， 通 山 薫 ， 津谷 寛
913
高山博史 ， 上 田 孝典 ， 内田三 千彦
中村 徹く福井医大第 1内科
10． Fishe r症候群 を伴 っ た悪 性貧血 の 1例
0 竹 岡 玲 ， 大 田博之， 武村時行
清水元茂， 越 野慶隆， 林 正則
豊岡重剛， 向野 栄く福井赤十字病院内糾
11． 肺扁平上皮癌 を合併 した 自己免疫性容血性貧血の
1例
0 大田 聡 ， 斎藤正 典 ， 政岡陽文
泉 三郎 ， 鳩尾正 人 ， 久保 正
く富山県中内科1
三輪淳夫く同 臨床病理科一
座長 河合昂 三 く厚生連高岡病院内科I
12． 巨大 内頸動脈癖に よ り下垂 体機能低下症 をき た し
た 1例
0上谷義尚 ． 平岩善雄， 松原隆夫
楠 憲夫 ， 品 川俊男く富山赤十字病院内糾
遠藤俊郎く富山医薬大脳神経外科I
13． 一 過性 に 原因不明の SI A D Hを呈 した 高齢男性の
1例
0 太 田英樹 ， 元雄良治， 岡井 高
澤武紀雄く金大が ん 研内科1
14． 妊娠中 ， 血祭 レ ニ ン 活性の抑制が認 め ら れ なか っ
た原発性 ア ル ド ス テ ロ ン症 の 1例
0 瀬田 孝 ， 束 滋 ， 三 輪梅夫
大家他書雄 く石 川 県中内科ナ
西本秀明 く同 産婦人科I
15． 画像診断の み が コ ル チ ゾ ー ル 産生能 を予 見 し得 た
非機能性副腎腺腫 の 1例




高畠利 一 ， 小林健 一 く金大第 1内科
佐藤重彦く公立宇出津総合病院内糾
16． Pse udo－ Ba rtte r症候群 の l例
0 喜多敏明く富山医薬大和漢診療部ン
座長 中積泰人く宵山赤十字病院内糾
17． ス テ ロ イ ド が著勤 し た ， RA に と も なう 器 質化肺
炎の 1 例
0 岩瀬俊郎 ． 山本 悟 ， 大川義弘
谷口 透， 清水 乳 佐藤 清く城北病院内糾
中崎 聴 く金沢 リ ハ 病院リ ウ マ チ膠原病糾
18． 高アミ ラ ー ゼ 血 症 を呈 し た高度胸水の 1 例






登谷 大修 ， 田中延善 ， 中屋 昭次郎
柳 碩也く福井済生会病院内科I
19． 若年女子 に 対す る ペ ー ス メ ー カ ー 植込 み経験
0阪東 健
，
阪東 徹 ， 阪東 毅
く阪東病院1
20． 腹部大動脈瘡を持 ち ， 下肢壊死 を伴 っ た 1例
0関本 博 ， 今村早生 ， 松本幹生
納藤真生
， 林 光義 ， 高崎幹裕




1 ． 急性白血 病 を合併 した多発性骨髄腫の 1例
0金井正信， 橋本宏樹， 五 島 敏




2 ． 多発性骨髄腫に 合併 した A A 型 アミロ イ ド ー シ ス
の 1例
0石浦嘉久 ， 木原康樹 ， 菓子 井長郎
浅香充宏 ， 泉野 潔 ， 高田正 信
飯 田博行， 篠 山重威 く宮山医薬大第 2内科
3 ． 腹部大動脈瘡に 合併 した慢性 DICに 対 す る 抗血
小板剤の治療経験
0 明 茂治 ， 松本正 光， 岩淵邦芳
走梶裕司
，
石 田哲也 ， 南 真 司
併波厚生病院内科う
座長 吉田康二 郎 膚山市民病院内糾
4 ． 重 篤な遷延性低血糖 で 初発 した ラ氏島過形成 の 1
剖検例
0 坂本 徹 ， 大橋信也 ， 吉田康 二 郎
黒 崎正 夫 ， 石 田礼 二 く富山市民病院内糾
高柳声 立 く同 中央検 査部I
5 ． 画像上 膵体尾部渥大 に 伴う 急性膵炎 を契機 に 発症
し たイ ン ス リ ン依存型 糖尿病 の 1 例
0 永井幸広， 番度行弘， 山 口泰志
柴 田和彦， 堀江章彦， 島倉淳泰
西 田哲也 ， 川 端雅彦， 竹森康弘
野田八 嗣 く富山労災病院内科I
6 一 成長 ホル モ ン 分泌不全， 無月経 を伴 っ た糖尿病の
1例
0 岡 部源 一 ， 朝日 寿実， 大角誠治
加藤弘巳 ， 矢野三 郎く宮山医薬大第1内科
7 ． 糖尿病 に 合併 し た広範な壊癌性筋膜炎の 1例
0 大屋 栄 一 ， 林 信太 ， 前田 肇
高橋貞夫 ， 笈田耕治， 岸田 繁
914
中井継彦 ， 宮保 進く福井医大第 3内科
青山文代 ， 丸尾 充く同 皮膚科
吉村光生く同 整形外科I
竹内美紀子 ， 東 博司
く国立療養所敦賀病院内糾
8 ． 難治性感染症 を併発 した ク ッ シ ン グ病の 5例
0 斎藤善蔵 ， 三 沢寛史 ， 岩佐和夫
高嶋清次 ， 今村順記く新湊市民病院押印
宮森 勇 ， 竹田 亮祐く金大第2内科ナ
吉田康 二 郎 ， 高柳申立
く富山市民病院内科中央検査鮒
9 ． 肥満 ， 男性化徴候 を呈 し， テ ス トス テ ロ ン 値 の上
昇 を伴 っ た卵巣類皮袋胞腫 の 1例
0 白井章夫 ， 細 島弘行 ， 岡田博司
宮内英 二 ， 岩崎良 二 ， 中野 茂
小豆 沢定秀 ． 木越俊和 ， 内田健三
森本真平く金医大内分泌内科1
座長 竹越国夫く高岡市民病院内科ン
10． パ ル プ ロ 酸 ナ トリ ウ ム 内服中に 発症 し死 亡 し たA
型劇症肝炎の 1例
0 神谷 哲 ， 竹越国夫， 太 田正 之
竹田正 広 ， 岡田恒人， 奥 田拾爾
く高岡市民病院内科I
根上利宏く同 神経内科1
七沢 洋 く同 胃腸科I
高橋志郎 く同 放射腺科1
岡田英苦く富山医薬大第 1病理1
11． 肝疾患 に お ける 胃粘膜 へ キ ソ サ ミ ン 量
0岩城 真 ， 郡 大裕 ， 加藤卓次
上 田 敬 ， 鈴木邦夫 ， 卜部匡司
道鏡 正規 ， 村北 肇， 萩 野正 樹
山崎幸直 ， 畑 正典 ， 藤 木典生
く福井医大第 2内科ナ
12． 肝お よ び牌 に 多発性の点状高 エ コ ー をみ た 1例
0 阿部寿美子 ， 笠 島 眞
く医療法人光ケ 丘病院内科ナ
13． Co wde n 病 の 合併病変 に 関す る 臨床的検討
0竹 田康男 ， 鈴木文子 ， 小川滋彦
増永高晴 ， 竹 田亮祐く金大第 2内科ン
14 ． T halliu m－201シ ン チ グ ラ フ ィ ー が 有 用 で あ っ た
悪性胸腺脛の 2例
0森 清男 ， 桝田 昌之助 ， 高桑 健
中条達也 ， 酒井 成 ， 穂積 沙紀
く芳珠記念病院内科1




1 5． 進行性筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー に Ca stlm a nlym phom －
a を合併 した 1例
0小林 政 ， 青 山圭 一 ， 山崎 徹
市原和俊 ， 宮林千春 ， 若林泰文
相土修嗣 ， 康 山俊学 ， 樋口清博




木村 寛 ， 大橋直樹く同 耳鼻咽喉科
1 6． 老年性痴呆症患者 に お け る T R H負荷試験と脳循
環代謝改善剤の影響 に つ い て く第 二 報I
O丹保 仁 ， 矢野 三 郎く宵山医薬大第1内科
17． 牌海綿状 リ ン パ 管腰 を伴 っ た Klip pel． Webe r症候
群の 1例
0 山崎雅英 ， 河村洋 一 ， 大家他善雄
く石 川 県中内糾
清水博志 ， 野島浩司 ， 力丸茂聴
く同 放射線科
川島愛雄 く同 皮膚科






r腐植 断裂 の 病態 と手 術J
尾崎二 郎 く奈良県立医科大判
B ． 一 般演 題
1 ． 高齢者に 対す る 関節鏡視下半月板切除術の経験
0 菅原洋 一 郎 ， 樋 口 雅章 ， 岩井義信
藤田国政 ， 宮崎憲太郎 ， 柳瀬茂樹
く富山県立中央病院整州
2 ． 鏡視下半月板切除術の検討く再鏡視例 を中心 にl
O 笹原誠 一 ， 和田 真， 井村慎 一
く福医大整州




4 ． 前十字熱帯再建術の 術後成績
0坊 昭彦 ， 和 田 真 ， 長谷健司
古澤修章 ， 井村慎 一 く福医大整州
5 ． ア ー チ型高位脛骨骨切り術に お け る術式の 工夫
915
0 菊池尚久 ， 下崎英 二 ， 松本 忠美
末吉春信， 富 田勝郎く金大整外1
6． 人工膝関節手術に お け る 出血 に つ い て
0宗宏忠平 ， 島村浩二 く宗宏病院整外1
7． 人 工膝関節置換術後に 皮膚壊死 を生 じた R A の 1
例
0 野 尻正 憲 ， 玉 木茂行 ， 高木治樹
麻 田義之 ， 山田 茂く福井赤十字病院整外1
8 ． 化膿性膝関節炎 ， 肺血症 ， D工C の治療後 に 行 っ た
T K R の1 治験例
0 高 田 必 ， 石 井佐宏 く富山協立病院整外1
白木徹 － く泊病院整外1
9． 進行期 一 末期股関節症 に 対す る 寛骨臼 回 転骨切 り
術の治療成績
0横浜安生 ， 松本忠美， 川北 哲
西村 一 志 ， 勝木保夫， 西野 暢
富 田勝郎く金大整外1
10． セ ン ト ララ イ ザ ー 付人 工 骨頭の 使 用 経験
0砂山千明 ， 手井喜久男， 増 山 茂
沢 口 毅 ， 赤川節 二 く富山市民病院整外ン
11． 高齢者の 大腿骨頸部骨折 に 合併 した 脂肪塞栓症候
群の 2例




12． 脛骨関節周辺骨折 に お ける M ay 氏 プ レ ー ト 固定
の使用 経験
0津保雅彦 ， 仲井間意成 ， 兼松義 二
玉 野健 一 く黒 部市民病院整外1
13． 膝関節脱臼 の 治療経験
0 萩原修平 ， 山田 浩， 島 巌
国下正英 ， 竹 内尚人 ， 河村公 二
く石 川 県立中央病院整外1
14． ス ポ ー ツ に よ る腸骨剥離骨折の 治療経験
0 田 中豊也 ， 北野 書行 ， 横川明 男
片山 元
， 中山博文く砺波総合病院整外1
15． 鎖骨骨 折に 対 す る経皮的整復固定法





16． 外反 母址 に 対 す る M itche11法に つ い て
0 一 前久芳
，
米澤幸平 ， 酒井康 一 郎
武田秀之 く国立金沢病院整外1
竹多外志 く国立金沢病院名誉院長1
17． La rs e n症候群の 1例
0梶谷裕三 ， 西島雄 一 郎 く金医大整外ン
18． 多発生骨病変 を呈 した prim a ry ox alo sis の 1 例
0 伊藤俊 一
， 伊藤達雄， 鈴木邦雄




0藤 田拓也， 土屋 弘行， 安竹秀俊
森下 肇， 森川精二 ， 大野 賢朗
土 田敏典 ， 高木泰孝， 富田 勝郎
く金大整外1
20． 肺転 移で 発見 さ れ た alv e ola r soft pa rt s a r c o－
m a の 1例
0角 口 孝文， 松井寿夫， 金森昌彦
牧山尚也． 道道和雄く蕃山医薬大整外1
21． 頚椎前方骨林に よ る囁下障害 の 治療経験
0三 浦利則， 馬場久敏 ， 前沢靖久
富田勝郎く金大豊外ン
22． 腰椎疾患 に 対 す る pedicular sc r e wfix atio n 法
くSteffeel の 検討
0道下正光， 西島雄 一 郎 く金医大整外ナ
2 3． 環 椎 後弓骨折 を伴 っ た Ha ngm a n
，
s fra ctur e
くLevin ety pe m の 1例
0 北本亮 一 ， 加藤義治， 金森昌彦
寺畑信男 了松下 功く富山医薬大寒外一




1 ． イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン 効果
－ ア ン ケ ー ト調査 に よ る検討 －
0 山田 燦 ， 近 藤裕成， W ． Ke m al
四 家正 一 郎 ， 吉田清 三 く金沢医薬大 小 児科J
本多隆文 く同 衛生学1
木村晋亮く石 川衛生公害研究所ン
2 ． 幼 児の 帯状癌疹症例
0 野 村隆子 く浅 ノ 川総合病院小児科1
林 洋司 く同 形成外科さ
く指定討論者1 金沢医科大学小児科 山田 燦
3 ． 最近約 2年 間の 白色便性下痢症 と続発 性乳糖 不耐
性くヒ ト ロ タ ウイ ル ス と腸管ア デ ノ ウイ ル ス の 対
比 に お い てl
O 渡部礼二 くわ たな べ 小 児科医院I
4 ． 小児特発性 ネ フ ロ ー ゼ症候群の 身長発育に 関す る
検討
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0 高橋 勉 ， 稲場 進 ， 大嶋忠幸
石原俊 二 ， 豊田 由紀 ， 黒 瀬京子
高井里香 ． 吉田礼子 ， 樋 口 晃
岡田 敏夫く富山医薬大小児科1
座長 洲崎 偉 く富山医薬大小児科1
5 ． 当科で 行 っ た小児期同種骨髄移植の 治療成績
0 市原 強 ， 田 丸陽 一 ， 小泉晶 一
関 秀俊 ， 谷 口 昂 く金大小児科ナ
6 ． 姉妹染色分体交換くS C Elを 高頻度に 認 め た再生 不
良性貧血 の 1例
0福原君栄 ， 福井徹哉 ， 布施 田哲也
野坂和彦 ， 生田敬定， 春木伸 一
く福 井県立病院小児科ナ
平谷美智夫 ， 坂 後恒久
く福井県立小児療養セ ン タ ー ン
伊 川和美く石川県予防医学協会1
7 ． 乳児型 Ga 11Che r痛 の 1例
0新谷 尚久 ， 住 田 亮 ， 横井 透
関 秀俊 ， 谷 口 昂 く金沢 小児科1
金井英子 ， 嶋大 二 郎 く砺 波総合病院小児科I
座長 小西 徹く富山医薬大小児科1
8 ． 当科に お け るテ グ ト ー ル 副作 用 出現例 に つ い ての
検討
0 村上 美也 子 ， 長沼賢寛 ， 本郷和久
山谷美和 ， 小西 透 ， 岡田敏夫
く富山医薬大小児科1
9 ． 被虐待児症候群の 双 児例
0 中村真人， 高田 伊久郎， 三 浦正義
辻 隆男く富山市民病院小児科1
10． 3－ ヒ ド ロ キ シ ー3メ チ ル グ ル タ ル 酸尿症の 1例
0入 道秀樹 ， 中村英夫く金沢赤十字病院小 児科1
新家敏弘 ， 松本 勇く金沢医大人類遺伝1
座長 商 永煩く金沢医科大学小児科I
ll． 心筋炎を合併 した皮膚筋炎 の 1例
0 田里 寛 ， 前 田真治 ， 田中立 歩
南部光彦 ， 林 修平 ． 中村凱次
く福井赤十字病院小児科1
12． 心 室中隔欠損 を伴う右室 二 腔症 の 2例
一 断層 ドラ ブ所見 を中心 に －
0 徳田 成美 ． 鹿島秀 人 ， 丸岡達也
新村順子 ， 高 永燥 ， 四 家正 山 郎
く金沢医大小児科1
1 3． 主 要大動脈肺動脈側副血行 を伴う フ ァ ロ ー 四懲症
の 1例
0橋本郁夫 ， 津幡眞 一 ， 宮崎あゆ み
市 田蕗子 ， 岡田敏 夫く富山医薬大小児科1
阿部書伸 ， 浜中英樹 ， 村上 新
く同 第1外科
14． 縦 隔脂肪腰 の 1例
0 高島章司 ， 和 田直樹 く高岡市民病院小児科
西谷 泰く富山県立中央病院循環器外科
座長 山下芳朗く富山医科薬科大学第 2外科1
15． Co ngenital Cystic A de n o m atoidM alfo r m atio n
くC C A Mナ の 1例
0堀内春江 ， 小 西道雄 ， 上野康尚
堀 田成紀 ， 久保 実 ， 大木徹郎
く石川県立中央病院小児内科
小林弘明 ， 佐藤 日出男く同 呼吸器外科
16． 肝移植後 3年 を経過 した 胆道閉鎖症 の 1例
0 宮本正 俊， 南部 澄 ， 小沼邦男
く富山市民病院小児外科
17． 小児急性膵炎の 1例
0 南部 澄 ， 宮本 正俊く富山市民病院小児外科
三浦正義， 高田伊久郎く同 小児科
金 田 修 く金 田小 児科医附
18． 生後 4 日に 腫癌 を触知 した 神経芽細胞腰の 1 手術
例




智 ， 稲場 進 ， 林美和子
岡田敏夫く同 小児科
岡 田 正 俊く岡 田 産科婦人科病院1
19． 先天性胆道拡張症12例 の経験
0牛島輝明． 武 田 聖 ， 大浜和書
浅野周 こ く石 川 県立中央病院小児外科
久保 実 ， 大木徹郎く同 小児内科
く指定討論者1 富山医科薬科大学小児科 足立雄 一
第 6会場 放射線科 ． 核医 学科分科会
1 ． 畢 丸の M R Sく実験的検討I
大津留健 ， 中川哲也 ， 木水 潔
的場宗孝 ， 辰 田 昇 ， 横 田 啓
宝 田 陽 ， 利波久雄 ， 興村哲郎
山本 達く金沢医大鮒
谷野 幹夫く同 病理 い
山下政俊 く同 総合医祈
陳 惹く湖北省腫癌医掛
2 ． D E X Aに よ る全身お よ び局所骨塩量 の測定精度
の検討
蔭山昌成 ， 瀬戸 光 ， 辻 志郎
渡辺直人 ， 亀井 哲也 ， 二 谷立介
柿下正雄く富山医薬大鮒
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3． 一 過性全健忘例の 脳血流 SPE CT
O 宮内 勉 ， 松 田博史 ， 桶谷啓子
久田欣 － く金沢大核I
東壮太郎， 山下純宏 く同 脳外1
4 ． 術後髄膜播腰 を来 した M e ckel 洞髄膜腰 の 1例
0 清水正 司， 二 谷立介 ， 征矢敏雄
中嶋愛子 ， 中嶋憲修 ， 辻 志郎
渡辺直人 ， 亀井哲也 ， 瀬戸 光
柿下正雄 く宵山医薬大政1
桑山直也， 遠藤俊郎 く同 脳外ン
5 ． C O中毒の M R王
0真 田順 一 郎 ， 鈴木正 行，
荒井和徳 ， 植田 文明 ，
高島 力
6 ． Po rtal v ein An e u rys m の 1症例
0 的場宗孝 ， 松田 昌夫，
高瀬秀子 ， 大津留健 ，









7 ． 得意的な X線像 を呈 した 原発性篠酸尿症 の 1例
0 森尻 実 ， 二 谷立介， 征矢敏雄
中嶋愛子 ， 中嶋寮修 ， 辻 志郎
渡辺直人 ， 亀井哲也 ， 瀬戸 光
柿下正雄 く富山医薬大放I
羽 岡芽久美 ， 飯田 博行く同 2内ン
8 ． 大腸願の癌の M R エ
ー外科的有用性の 検討 －
0 植松秀昌， 河村泰孝 ． 木村浩彦
前田 正 幸 ， 志賀俊子 ， 木本達哉
岩崎俊 子 ， 林 信成 ， 小鳥輝男
石井 靖く福井医大放1
五井孝憲， 関 弘明 ， 中川原儀三
く同 1外I
9－ 骨髄癌腫 症 をき た した 早期胃癌の 3例
0 越元僅郎 ， 中島鉄夫 ， 外山貴士
岩崎俊子 ， 木本達哉 ， 前田 正幸
林 信成 ， 小 鳥輝男 ， 石 井 清
く福井医大放ナ
18． ヨ ー ド造影 剤の 投与 に も か か わ らず 131工 治療を実
施し得 た甲状腺機能冗進症 の 1 例
0 久 慈 一 英 ， 横山邦彦， 道岸隆敏
利波紀久， 久田欣 一 く金沢大核1
11． 結核性胸膜炎後 に 発生 し た胸壁 腫瘍の 1 例
0 川 島博子 ， 上 村良 一 ， 角谷 真澄
小林昭彦 ， 高仲 強， 斎藤泰雄
高島 力く金沢大放1
1 2． 胸部異常陰影に て発見さ れ た肺内 リ ン パ 節 の 1例
0ノJl林 聴， 上 村良 一 ， 西嶋博司
高仲 強， 小林 健 ， 鈴木正 行
高島 力く金沢大放I
13． Paget－Schr otter症候群 の 1例
0 玉 村裕保 ， 塚原雄器く浅ノ 川総合病院放1
森永健市く同 内1
横田 啓 ， 興村哲郎 ， 山本 連
． く金沢医大放1
嶋田貞博く春江病院外1
14． 軟部血管魔 の M R王
0 寺山 昇 ， 角谷真澄 ， 鈴木正 行
荒川文敬 ， 小林 健 ， 福井則子
松井 修 ， 高 島 力く金沢大放I
第7会場 神経科精神科分科会
第117回 北陸精神神経学会
1 ． 電極法 に よ る血清リ ウ マ チ濃度の 定量
一 炎光法 との 比 較 －
0 滞崎晃司 ， 木戸日 出書 ， 長谷川充
坂本 宏 ， 住吉太幹 ， 山 口 成長
く金沢大医神経精神I
2 ． 抗精神病薬服用患者の 脳波 に み られ る Fz領 野 の
タ活動
一 臨床症状と の 関連－
0 村 田哲人 く福井松原病院1
越 野好文 ， 大森晶夫， 村田 一 郎
坪川み ゆ き く福井医大神経精神1
堀江 端く福井県立精神病院1
浜田敏彦 く同 検査部1
3 ． 老年期脳器質性疾患患者の 夜間睡 眠 に 及 ぼ す 塩 酸
ビフ ェ メ ラ ン の 効果
0古 田善 一 ， 中川啓子 ， 前田 義樹





4 ． 青斑 核 メ ラ ニ ン 含有神経細胞の 加令変化に つ い て
一 細胞計測学的研究 －
0佐 々 木 一 夫， 岡 一 幸 ， 谷 一 彦
松原 六郎 ， 坪川み ゆき ， 伊 崎公 徳
く福井医大神経精神I
向井雅美く加賀神経 サ ナ ト リ ウ ムI
5 ． 手 ． ロ ． 足 に把握現象を呈 した Pick 病の 1例
918
0 杉本重苦 ， 沖野 栄喜 ， 渡辺健 一 郎
榎戸秀昭 ， 鳥居 方策く金沢医大神経精神1
6 ． 老年期痴呆の 言語機能の障害 に つ い て
－ S L T Aの結果 か ら －
0 北本福美 ， 鳥居方策く金沢医大神経精神1
7 ． 左頭頂皮質 と右海鳥付近 に 焦点 を認 め た難治性て
ん か ん の 1 例
0 角田雅彦 ， 湯 浅 悟 ． 倉知正 佳
く富山医薬大神経精神う
藤井 勉く富山県立中央病院精神ナ
8 ． 波の 会く日本て ん か ん協会1の福井県に お ける活動
一 現状と 今後の あり 方に つ い て －
0谷 一 彦， 伊崎公 徳 く福井医大神経精神1
青柳智夫 く波の会福井県支部代表ナ
9 ． 発病初期 に 転換 お よび 解離症状 を呈 した 精神分裂
病 の 1症例
0住吉太幹 ， 平松 茂 ， 鈴木道雄
小林克治 ， 木戸 日 出書 ， 小山善子
山 口成良く金沢大医神経精神1
10． アル コ ー ル 依存症者の 箱庭
一 人の テ ー マ に つ い て －
0草野 亮く福井県立精神病院1
山野俊 一 ， 本 田 徹 く富山市民病院神経精神I
坪田任弘 ， 棟居俊夫 く福井県精神保健 セ ン タ ー 1
11， 抗う つ 剤 に よ る悪性症候群後 に仮性痴呆 を呈 した
大うつ 病の 1例
0 葛野洋 一 ， 倉知正 偉く富山医薬大神経精神1
特別講演
ドア メ リカ の 精神薬理学研究の 動向J
木戸 日出書く金沢大医神経精神1
第 8会場 皮 膚 科 分 科会
日本皮膚科学会北陸地方会第338回例会
一 般演 席
1 r 痔みJ の実態と対策
0 大槻典男く舞鶴共済1
2 尋常性乾癖 の治療経験 ， 特 に 漢方製剤の有用性に
つ い て
0 阿部貞夫， 阿部敏子 く高岡市1
3 木皮下 型環状肉芽腰 の 1例
0 村田 久仁男 ， 谷口 滋く金沢市1
4 韓 No n v e n e r e al scle ro sl ng lym pha ngitis ofthe
penis




5 ム チ ン 沈着 を伴 っ た L Epr ofundu s
O 木村 憶 ， 鍛 冶友昭 く富山県立中和
三輪淳夫 く同 病勒
6 皮膚筋炎と シ ュ ー グ レ ン症候群 の 合併例
0武 田行正 ， 根本公夫 ， 小林博人
く金沢医村
菅井 進く同 血液免疫内科
7 串 間質性肺炎 に よ り死亡 した 皮膚筋炎の 1例
0坂 井秀彰 ， 高 田 実く金沢対
藤村政樹 く同 第3内科
田中松平 く同 第 1病勒
8 Solita ry c o ngenital c alcified n odule の 1例
0 豊 田雅彦 ， 崎 田茂晃 ， 関 太輔
く富山医薬対
9 陰襲 に 多発 した Calcin o sis c utis
O 鐘居昭弘 ， 井田 充 ， 高橋省三
く富山医薬対
10串 ベ ラ ブラ
0 服部邦之， 熊谷武夫く高岡市原
11春Bo ur nevi11e－ Pringle 母斑症 の 母 娘例




0橋本猛彦 ， 光戸 勇く福井県凱
13 当科 に お け る皮膚腰瘍く15年間の統計l
O 松本繚 － ， 鳥居靖史く富山市尉
14ホ横紋筋 を含 む月旨肪腫 の 1例
0 青山文代 ， 八 町祐宏 ， 高石公子
上 田 恵 一 く福井医村
15 De r m oid cyst
O 北川太郎 ， 篭清正 順 ， 高橋省三
く富山医薬対
16韓 電子 線照射が奏功 した 眼瞼の 基 底細胞癌ニ 2例の
報告
0 谷 口 章 ， 川原 繁 ， 服部邦之
く金沢対
斎藤泰雄 く同 放射線科
1 7ヰ Ve r ru C O u S C a rCin o m aの 1例
0 根本公 夫 ， 小林博人く金沢医村
18 汗器官腫瘍の 2例
0鳥居靖史 ， 松本簡 － く富山市矧
19春汗器官癌の 1 例





20 副乳腺癌 を疑 っ た 1例
0 谷内克成 ， 福井米正 く黒部市民I
前田基 一 ， 竹山 茂く同 外科J
中沼安 二 く金沢大第 2病理1
21春菌状息肉症 と肺癌 の合併例





1． 1純粋語聾 の 長期経過
0 能登谷晶子 ， 鈴木重忠 ． 手取屋 浩美
古川 傍く金沢大I
2． 耳鳴の大 き さの 自己 評 価と ラ ウ ド ネ ス 測定値と の
比 較
0 松平登志正 ， 山下公 一 く金沢医大I
3． 交通事故 に よる 中耳損傷症例
0 宮田 辰夫 く高岡市1
4． 直立姿勢維持 に 対す る 下腿自己受 容器入力の検討
一 正 常例 と末椅前庭障害例 に つ い て－
0 木村 寛 ， 渡辺行雄 ， 浅井正 嗣
安 田健 二 ， 水越鉄 理 く富山医薬大J
5． 急性ア レ ビア チ ン 中毒の 1例
0 岡部陽三 ， 瀧 口 哲也 ， 山本 環
井本浩二 ， 古川 何く金沢大ン
6． 鼻ア レ ル ギ ー 患者 の ゆ す り か R A S T成績
0 谷内信幸 ， 大角隆男 ， 豊田 務
く厚生連高岡I
7． ス ギ花粉飛散と患者動態
0槻陽 一 郎 ， 清水規矩雄， 河合康守
く富山県I




加藤 千推 子 ， 三 輪高書
木村恭之 ， 古川 偶 く金沢大I
9． 頭蓋底 に浸潤 し た上 顎 痛の 1例
0 嘉藤秀牽く福井県小児療育セ ン タ ー 1
伊藤真人 ， 長山郁生 く福井県立1
作本 真く勝山病院1
吉田 一 彦 く福井県立脳神経外科1
10． 甲状腺部の 甲状舌管嚢胞 2例
0 都築秀明 ， 本 多徳行 ， 大坪俊雄
藤枝重治 ， 吉 田幸夫 ， 森 繁人
斎藤 等く福井医大1
11． 歯根嚢胞 の 1例
0 山本森弘 ， 中川 肇 ， 渡辺 行雄
水越鉄理 く富山医薬大ン
12． 最近経験 し た副咽頭間隙悪性腫瘍症例
0高山 章 ， 宮内博史 ． 小林 憲明
宮崎 巨
，
山下公 一 く金沢 医大1
13． 胸 骨縦切開 に よ り摘出し得た甲状腺癌の 1例 と集
計的観察
0茂野 陽子 ， 真鍋恭弘， 津田豪太
藤枝重治， 野田 一 郎， 坂下勤武
斎藤 等く福井医大1
第10会場 眼 科 分 科 会
1 ． 2年間放置さ れ て い た限 内異物 の 1例
0 土 屋美津保 ， 柳 田 隆 ， 高比良雅之
片口 尚志 ， 和 田雅子 く国立金沢病院眼科I
2 ． イ ン タ ー ロ イ キ ン 1 に よ る 眼 内炎に つ い て
片山寿夫く富山医薬大眼科I
3 ． 脈絡腰骨魔 の長期経過
一中心性脈絡膜萎縮症と の 関連に つ い て 一
同本 剛， 若林謙二 ， 瀬川要司
小又 美樹 ， 河崎 一 夫 く金沢大眼科I
4 ． 黄斑部症変が み られ た 乳頭傾斜症候群 の 1例
0 藤井千雪， 都筑築昌哉 ， 小 林達治
小嶋 一 晃， 深見嘉 一 郎 く福井医大眼科I
5 ． 閉塞隅角線内症 に 対す る 隅角癒着解離術
0 和田 雅子 ， 柳 田 隆， 土 屋美津保
片 口尚志く国立金沢病院眼科1
6 ． DCR の コ ツ と問題点
0 輪島良平 ， 熊谷 愛子 摘 岡市民病院眼科I
7 ． 当科で の 涙 糞鼻腔吻合術
0 鈴木俊之 ， 高比 良雅之 ， 三 上 義人
越生 晶く厚生連高岡病院眼科1
8 ． 当院手術室 の 清浄度 に つ い て
升田 義次く富山市I
9 ． 富山医薬大 に お ける 病院情報 シ ス テ ム の 現況
0 武田 憲夫く富山医薬大眼科I
lO． 白内障眼 の コ ン トラ ス ト感度
－そ の 1 ， 皮質白内障眼の コ ン トラ ス ト感度－




11． ヒ ト房水 の 成分分析
0 沼田 こ の み
， 開 繁義， 山田 成明
く富山医薬大眼科1
石 田俊郎 く富山市1
12． 前眼部画像解析装置 に よ る生体計測
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0 坂本保夫 ， 藤沢釆人 ， 柴田 崇志
く金沢医大眼科1
13． 最近経験 した後部 ブ ド ウ膜炎の 3例
0 橋本義弘 ． 坂 井尚登 く富山市民病院眼科1
14． バ セ ド ゥ病経過中に 発症 し た難治性 ぶ どう 膜炎の
1例
0 山本修 一 く富山医薬大眼科ン
柿栖米次く千葉大眼科1
15． 慢性関節 リ ウ マ チ 患者に み ら れ た 白内障術後 の壊
死性強膜炎 の 1 症例
0 高比良雅 之 ， 鈴木俊 之 ， 三 上 義人
越生 晶く厚生連高岡病院1
16． 後極部付近 の 渉出性病変 で 発症 した 両眼急性網膜
壊死症候群 の 1症例
0 田辺 譲 二 ． 望月清文 ， 鳥崎真人
西村 彰 ， 松村孝司 ， 棚橋俊郎
く金沢大眼科1
小倉 寿 ， 中村信 一 く同 微生物学1
第11会場 産科婦 人科 分科会
第44回 北陸医学会産科婦人科分科会
座長 丹後正紘く国立金沢病院産婦人科I
l ． 子 宮外妊娠 に 対す る M T X療法後 に ， 妊娠 ． 分娩
に至 っ た症例
0 高橋義弘 ， 佐川哲生 ， 道倉康仁
福岡哲 ニ ， 原 田丈典 ， 飯 田和質
く福井県立病院産婦人科1
症例 は26才 ， 主婦 ． 通常 の月経 が89年 3月27 日 よ り
4日 間あっ て ， 5月 1 日 よ り性器出血 が ， ま た ， 5月
25 日よ り左側下腹部痛が出現 した ． 全身状態 は良好で
あ っ た が ， 左側 附属器部位 に 圧痛 を認 め た ． 尿 中
HC G値 は 400I UJ，L であ っ た ． 超音波検査で は ， 子 宮
内に 胎の う を認 め ず， ダグ ラ ス 常 に エ コ ー フ リ ー ス
ペ ー ス と左側附属器部位 に のう胞性 エ コ ー を認 め た ．
ダグラ ス 裔穿刺 で は ， 非凝 固性血液 を吸引し た ． 子 宮
内膿掻把術 で は ， 絨毛 を認 め な か っ た ． 以 上よ り ， 慢
性子 宮外妊娠 と診断 した ．
入院後 ， M T Xを1 日量 5m g 5 日間筋注 2 ク ー ル
実施 し た ． 尿中 H C G値 は 8I UIL ま で下降 し， 左側下
腹部痛 も軽減 した の で 6月15 日に 退院 した ． 超音波検
査 で の異常陰影 も治療開始後約 2 カ 月 で 消失 し た ．
H C G を実施 し た月経周期 の ， 8月21日 よ り 6 日間 を
最終月経 と し て妊娠 した ． 妊娠経過 は ほ ぼ順調で90年
6月 7 日く40週 5 別 に 正 常分娩 した ．
2 ． 塩 酸リ トド リ ン を大量使用 した 切迫早産症例
0 寺元 草書 ， 生水真紀夫 ， 三 輪正彦
打出書義 ， 赤祖父 一 知 く金大産婦人科
今回 ， わ れ わ れ は 妊娠28遇 の 切迫早産症例 に 対し塩
酸 リ ト ド リ ン の 大量 ． 長期投与を行い ， 妊娠37週まで
妊娠 を継続 し得 た症例 を経験 した の で 報告す る ．
患者 は25才 の 1経妊 ． 0経産婦であ る ． 既往歴 ． 家
族歴 に は特記 す べ き こ と は な い ． 平成 1年 5月28日よ
り 5 日 間を最終月経 と して妊娠 し た ． 妊娠 4週より約
1 か月間切迫流産の た め 入 院加療 を行 っ て い る ． その
後 の 外来経過 は順調 で あ っ た ． 妊娠2 8遇 の 妊娠検診
で
，
子 宮 口の 関大く2c mIと 胎胞の 膨隆 を認 め たた め入
院管理 と な っ た ．
入 院時 に 規則的 な子 宮収縮く周期 3 旬 5分I を認め．
直 ち に 塩酸 リ トド リ ン の点滴静注く50ノJ gノm 叫 を開始
した ． 子 宮収縮 の抑制 に 必要 な塩酸 リ ト ド リ ン 量は，
そ の 後漸増 して妊撮30週 4 日 で 6 00JJ glmin に 達し
た ． 妊娠33週以後塩酸リ トド リ ン必要 量 は漸減 し， 35
週以 後 は内服く30mgJdayI の み に よ る管理 を行っ た ．
妊娠37過 0 日 に 2890g の 女児 く1分後 ア プガ ー ス コ
ア ー 10点1 を経腫分娩 し た ．
塩酸 リ ト ド リ ン の副作用 と して は ， 手指振戦 および
軽度 の心 惇瓦進 を投与開始後約 2 日間認 め た が く投与
量こ50句 200月 gノm 叫 ， 3 日 目以降 これ ら の 症状は消失
した ． 血 圧低下 ． 不整脈 な どは見 ら れ ず ， 脈 拍 は110
回ノ分以下で ， 血糖 値も 100m gノdl に 保た れ て い た ．
塩酸リ ト ド リ ン を大量投与す る と ， 循環 器 ． 肝臓 ．
精神神経系 ． 消化器系等 に 副作用 が 見ら れ る可能性が
高 く な る こ とが 知 られ て い る ． 本症例 で は塩酸 リトド
リ ン 投与 に 伴 う副作用 が 出現 しな か っ た た め， 常用量
を は る か に 越 え る大量投与 を長期 に 渡 り継続する こと
が で き た ． 切 迫早産 の管理 に あ た っ て は ， 本症例の ご
と く 塩酸リ ト ドリ ン の 大量投与 の可能性 も考慮する必
要が ある ．
3 ． 1 D D M合併妊娠 の臨床的検討
0 佐 肝哲生 ， 道倉康仁， 高橋義弘
福岡哲 二 ， 原田 丈典 ， 飯 田和質
く福井県立病院産婦人相
198 1年よ り199 0年ま で の 当院 に お け る ID DM 合併
妊娠分娩例 は 7例 で あ り ， 全分娩例 の0．1％で あ っ た ．
発 症年 齢 ， 躍病期間 ， 分娩年齢 は ， そ れ ぞ れ平均26．2
歳 ， 4．0年 ， 30．8歳で あ っ た ． 妊 娠中は 全例 ， 食事療法
ぉ よ びイ ン ス リ ン で 治療 を施行 した ． 妊娠経過中に発
見 さ れ た 1例 を除 く と ， 6例中 3例 に 妊 娠中イ ン スリ
ン の増量が必要 で あ っ た ． 妊娠後期の 空 腹時血糖は，
平均 107．5m gノdl と良好 に 管理 さ れ て い た が ， 妊娠初
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期に お け る血糖 コ ン ト ロ ー ル に は改善の 余地が あ る と
思われ た 一 帝切率は5 7％と比 較的高値であ っ た が ， 全
例産科的適応 に よ る も の で あ っ た ， 児 に つ い て は
， 通
産期死 亡 例お よ び奇形 は み られ な か っ た ． 出生児の 生
下時体 重 は 平均 2947g で あ り ， R F D児 ， 体 重
4000g 以上 の巨大児は み ら れ な か っ た ． I D D M合併妊
娠に お ける 母児 の予 後 は ， 糖尿病 お よ び産科的管理 の
進歩， 向上 に よ り改善 され て き て い る ．
4 ． 子宮内胎児死亡 に 至 る まで の NS T変化 に つ い て
く妊娠 8ケ月妊娠中毒症 4症例 の 検討ナ
0 山崎 洋 ， 松田 春悦
く市立敦賀病院産婦人 科
田中政敵 中嶋 優 く金大慶婦人科
妊娠8 ケ月の 妊娠中毒症 で子 宮内胎児死亡 2症例 を
経験し たの で ， 妊 娠 8 ケ月の 妊娠中毒症 ． 胎 児切迫仮
死で帝王 切 開 した生産 2症例も加 え て 4 症例 の N S T
を検討 した ．
胎児死亡に 至 る N S T変化 と して は ， まず最初 に散
発性 一 過性徐脈が み られ る ． つ ぎに
，
遅発性徐脈か l
細変動の 消失 の ど ち らか が 現れ ， 1 ， 2 日で両方が ，
みられ る よ う に な る ． そ して
，
Sin u soidal patter n様
の波形 ， prOlo nged de sc ele r atio nが み ら れ ， 2日 内に
胎児死 亡 に 至 る と 考え ら れ る ．
これ よ り ， NS T異常の た め帝王 切開 をす る時期 を
考えて みた 一 子 宮内胎児死 亡 症例に よ り ， 細変動の 消
失， 遅発性徐脈 の出現 し てか ら胎内死亡 ま で 8 日間 で
あ っ た こ と ， ま た帝王 切開症例で細変動 の消失， 遅発
性徐脈 の出現の 時点で帝王切開し ， 正 常 な発育児 を得
てい る こ と に よ り ， 細変動の 消失， 遅発性 一 過性徐脈
の両者が出現 し た時点で の 実施 が適当で は な い か と思
われた ．
座長 高橋義弘く福井県立病院産婦人糾
5． 2500g 未満の 低体 重児出生の 母体側の 背景国子 の
検討
0 原 直範 ， 大口 昭英 ， 佐竹紳 一 郎
小嶋康夫 ， 舟本 寛， 金井浩明
中野 隆
，
南 幹雄 ， 舘野政也
く富山県立中央病院産婦人科j
6 ． 出生 児体重異常 ， 胎 児仮死 に お け る 母体血
，
羊
れ 臍帯血 a －h A N Pお よ び h P R L値の 検討
0 金子利朗 ， 桑原惣隆く金沢医科大産婦人 糾
7 ． 超音波断層法 に よ り 診断され た 胎児卵巣嚢腫の 1
例
0 生水真紀夫， 岩脇俊也， 寺田 督
赤祖父 一 知 く金大慶婦人科I
原 田丈典 ， 飯田和質く福井県立病院産婦人 糾
出生前 に 胎児卵巣嚢腫 と診断し ， 出生後 に 穿刺吸引
に よ る保存的治療を実施 した症例 を経験 した の で 報告
した ．
母親 は29歳 の 初妊 ． 初 産婦 で ある ． 月 経歴 ■ 既往
歴 ． 家族歴 に は特記す べ き こ と はな い ． 妊娠29遇 6 日
の妊婦検診の 際 ， 超音波検査 に よ り胎児腹部 に 円形の
嚢腰 く径 36m mlを認 め ， 胎児右卵巣褒歴 と 診断した ．
腎臓 ． 腸 管 に は異常所見 を認め な か っ た ． 嚢腫 は妊
娠33遇 で最大く60x50X48m mlと な り ， 以後分娩 まで
に 若干縮小 した ． 妊娠41過 4 日 に ， 分娩誘発 を行 い 分
娩所用時間 9時間45分で 3272g， Ap ga r
，
s s c o r e9 点
り 刹劉 の女児 を経腱分娩 した ． 児の 右下腹部か ら側
腹部に か けて ， 鷲卵大弱の 表面平滑で 柔 らか く 可動性
の あ る腰痛 を触知し た ． 超音波検査で ， 右卵巣の 単純
糞胸く60x50x48m 叫 で あ る こと を確認 した ． 左 卵巣
に も径 1 へ 1 ■5c m の 褒腫 を2個認 めた ． 排便 ■ 排尿 に
は異常 を認め な か っ た ． 出後14日目 に ， 全身麻酔下 に
嚢腫 を穿刺 し ， 1 7ml の 黄色透明な内容液 を採取 し た ．
穿刺後． 糞脛 は 22x14xlOm m と鯨小 し ， 生 後19日日
に 元 気に 退 院 し た ． 穿刺液中 に は診断的意義の ある 細
胞 は得ら れ なか っ た ． ま た
， 穿刺液の ホ ル モ ン 検査 で
は P5 が血 清 よ り高値 を示 した ほ か は P．， El， E2， E3
い ずれ も低値 で あ り ， 非機 能性良性褒脛 と考 え ら れ
た ■ 1年後の 超音波検査 でも ， 卵巣褒腫 の 再発 は 認 め
て い な い 0
8 一 当院に お け る B型 肝炎ウイ ル ス 母児間垂直感染予
防の 成績
0 丹 後正 紘 ． 川 原領 一 ， 松山 毅
長柄 一 夫 ， 岡部三 郎 個 立金沢病院産婦人 糾
奥 田則彦く同 小児科j
小 西 杢子 洞 研究検査料1
座 長 中野 隆く富山県立中央病院産婦人 相
9 ． 当科 で の ク ラ ミ ジ ア 陽性率
0 中川 隆． 鳥取孝成
く富 山赤十字病院産婦人科j
lO一 早期に 発 見し加療 し た骨 盤内勤静脈療 の 症例
0 高邑昌輔 ， 瀬戸俊夫
く国立金沢病院産婦人科ン
平 栄 く同 放射線科1
角谷真軽 ， 松井 修く金大政射線j剛
11． 巨大卵巣嚢歴症例
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0 高松功光 ， 打出喜義 ， 荒木克己
富田 嘉昌， 赤祖 父 一 知 く金大産婦人科1
症例 は ， 61歳の 2妊 2産の 女性で閉経 は50歳 ． 既往
歴と し て は ， 35歳で甲状腺機能冗進症 ， 57歳 の 時， 腹
水が た ま っ て い る と 言われ ， そ の 際 に 約 2 L の腹水 を
吸 引 ． お そ ら く卵巣に よ る もの で あ ろう と診断さ れ ，
患者本人 に は婦人 科を受診 す る よう に と 話 して い た が
放置 して い た ． 現病歴で は ， 以 前 よ り ． 腹囲が 次第に
増大 し ， 家族 か ら勧め られ て ， 当科受診 した t 現症 で
は ， 身長159．7c 町 体重 55kg， 全 身状態 は良好 ， 腹 部
は著明 に 膨隆 して い た ． 腹部超音波検査で は腹部全体
を占め る巨大な単脆性裏腹様病変を認 め た ． 入 院後経
過と し て は ， 胸部写真に て ， 横 隔膜 の 圧迫像 と腹部単
純写真 に て 巨大な腰痛が認 め ら れ ， 右水 腎症 を認 め ，
M Rl検査も行 っ た ． 血液生化学的検査 ， 血 清 ホ ル モ
ン
， 腰瘍 マ ー カ ー 検査で も ， 異 常を認 め な か っ た ． 以
上 の結果 よ り， 展性の 巨大卵巣塵癌 の 診断に て全身麻
酔下に 開腹手術 を行 っ た ． 約3 横指 の縦切開を行 い ，
血 圧， 呼吸 に 注意し なが ら， 徐 々 に 内容液を吸引し て
い き ， 内容液 は ， 黄色透明の し ょ う 液性で ， 腫瘍 は単
胞性 で ， 約13 リッタ ー を吸引 した ． 腫 瘍 は右卵巣か ら
発生 した卵巣糞腫 で ， 内容液 を全て 吸 引後 ，．右附属器
を摘出 した ． 術後 の病理 検査 に て ， 寮液性薬胸腺魔の
診断であっ た ． 術後 ， 一 時的 に 逆流性食道炎 を生 じた
が ， ゆ っ く り食 べ る こ と を指導 し て軽快 した ． 術後経
過順調な た め ， 術後13日目 に 退院 し た ．
座長 寺田 督く金大産婦人科ナ
12． 興味ある再発経過を た どっ て い る卵巣 gr a n ulo s a
c e11tu m o rの 1例
0 小 嶋康夫 ， 原 直範， 大 口 昭英
佐竹紳 一 郎 ， 舟本 寛 ， 金井浩明




14． 婦 人科悪性腰瘍 の維持療法 中 に お け る tu m o r
m a rker， 免疫能の 推移
0 大口 昭英 ， 原 直範 ， 佐竹紳 一 郎
小嶋康夫 ， 舟本 寛 ． 金井浩明






1 ． 大脳鎌髄膜腰桶出後 に 孔脳症 をき た した 1例
0池 田修 二 ， 桑 山直也 ， 西 方 学
岡 伸夫 ， 遠藤俊郎 t 高久 晃
く富山医科薬科大学脳神経外科
今 臥 我々 は大脳鎌髄膜腰摘出後 ， 1 年10 カ月後に
症状 の出現 を見た po r en c eph al ic m a s sの症例 を経
した の で 若干の考察 を加 えて 報告 す る ． 症例 は60才女
性で右上下肢 に 痙攣発作出現 ， 症 状増 悪 に て当科受診
と な っ た ． 精査 の 結果 ， 大脳 鎌髄膜症 の診断に て全摘
術 を施行 し た ． 術中 ， 前大脳動脈末相模 を凝固切軋
術後 ， C Tに て 低呼吸域 の出現 を認 め た ． 症状は 回復
し ， 退院 し た ． 1年10 カ月後 に再び症状出現， C Tに
て脳室拡大 お よ び脳室 と交通す る孔脳症 を認め入 院と
な っ た ． V Pshu nt術施行後 ， 症状 は軽快 し， 孔脳部の
縮小 を認め た ． 遭遇 す る機会 は稀 と は思わ れ る が ， 注
意す べ き合併症の 一 つ と 考え ， 報告 し た ．
2 ． テ ン ト切 痕 ヘ ル ニ ア で発症 し た側脳室三角部髄膜
腰 の 1例
0 熊野宏 一 ， 飯塚秀明 ， 加藤 甲
飯田隆昭 ， 倉 内 学 ， 鈴木 尚
中村 勉， 郭 隆壕 ， 角家 暁
く金沢医科大学脳神経外科
47歳 ， 女性 ． 主訴 は意識障害 ． 入 院数日 前よ り頭痛
が あり
，
入院 当日 ， 朝か ら嘔吐 を伴う激 しい 頭痛があ
り ， 昼 に は呼 び か け に 応 じ な く な っ た ． 意識状態は
JC Sニ1 00， 右動眼神経麻痔 ， 左片麻痔等の右テ ン ト切
痕 ヘ ル ニ ア の 所見 を 認 め た ． C T で 右側脳室三角部
に
， 大き な 4 x2．3X3． 2c m の 腫 瘍を 認め た ． 右側脳
室下角は著 しく 拡大 し， 中脳周囲 の脳漕 は消失してい
た ． 当 日緊急 に ま ず側脳室下角 を穿刺 し髄液 を排出
し ， 中側頭回 切開法に よ り ， e nblo ck に 腫瘍 を摘出し
た ． 重量 は 1 6g だ っ た ． 組織 診断は髄膜腫 ． 術後経過
は良好 で ， 神経脱落症状 を認めずに 退院 した ． 本腫瘍
は小 さ く て も
，
CS F通過障害 に よ り 急速 に 症状が悪
化 す る場合が あ り ， 注意 を要す る ．
3 ． Intra sella rCyst の2例
0宇野 英 一 ， 土屋 良武 ， 南出尚人
小出謙 一 郎 く福井県済生会病院脳神経外科
下 垂体内に 脳胞性病変 を有 す る 2症例 を報告する －
2例 と も 若い 女性 で ， 頭 痛あ る い は 月経不順 が ある
も ， 神経 学的 に 異常は認 め な か っ た ． 脳胞性病変はい
ずれ も ほ ぼ 鞍内で ， 前 葉 と 後葉 の 間 に 存在 し た ．
M RI で， T．強調 で 軽度 high， G dに て e nha n c eされ
な い とい う 共通所見が認 め ら れ た ． M Rl は画像診断
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上， 極 めて 有用 で あ っ た ． 経蝶形骨洞法 に て 手術 を
行っ た ． 襲胞 内容物 は それ ぞ れ透明 コ ロ イ ド様と 固形
寒天様であ っ たが い ずれ に も上 皮様垂胞壁や腫瘍組織
は認め られ な か っ た ． Rath ke
，
s Cyst あ る い は下垂体
内の Sim ple cyst が疑 わ れ た ．
座長 伊藤秀樹く富山赤十字病院ナ
4 ． Lt．Pe rsista nt primitiv e trige min ala rte ry tP．
T ． A．J と Rt－Pe rsiste nt pro atla ntal a rte ry くP．
P． A．I を合併 した 1例
0 朴木秀治， 山本信孝 ， 横山雅人
高 田 久， 梅森 勉 ， 佐藤秀吹
く金沢脳神経外科病院1
TIAに て発症 し， 脳血管写 に て 偶然発見さ れ た P．
T． A． と P． P． A ． を合併 した 1例 を経験 した の で 報告
する ． 症例 は71歳女性 で 搬入 時右不全片麻痔 と失語症
を認めた ． C T， M RI で今回 の 原因病巣 は認 め られ な
か っ たが ，
蜘 T c－S P E C T に て左 fr o nt－Ope rC ular 領域
の著しい 血流低下 と左 大脳半球 の相対的血流低下 を認
めた ． 発症 4 時間後 に 症状は ほ ぼ消失 し た ． 脳血管写
にて P． T ． A ． と P ． P． A ． を認 め ， 両 側椎骨動脈 は
apla sia で あっ た ． D ia m o x負荷 SPE C Tに て 左側頭
葉か ら前頭葉 に か け相対的血流低下 を認 め たた め ， 左
側 S T A－ M C Aa n a sto m o si を施行 した ． 文献上 ， 胎
生期吻合血管遺残同士 の 合併は極 め て稀 であ り ， 渉猟
し得た範囲で は 6例の 報告が あ るの み であ っ た ．
5 ． 手章 一 口症 候群例の 検討
0別府高明 ， 伊藤秀樹
く富山赤十字病院脳神経外科1
手掌 一 口 症候群 を呈 した 限局性脳虚血性病変例に つ
いて 検討 した ． 対象 ニ TI A 9， RIND lO の 計19例 ． 平
均年齢49．5士 10．8歳 ． 男性 9例 ， 女性10例 ． 結果 こ知
覚障害が 口 唇 に 限局 す る例11， 手 ま た は前腕 に 及ぶ 例
が それぞ れ 5 ， 7例 ， 眩牽随伴例が15例 で あ っ た ． 16
例く祝床14， 基底 核21で C T， M RIに て 病巣が 確定で
きた ． 血 管写上 ． 全例 に 右 総頸動脈くCl と椎骨動脈
くVlの 間歓的圧迫くN Fl の 所見を認 め た ． C の N F が
あり病巣の 明 ら か な他の 脳虚血病変例48例 をあわ せ た
64例で検討 す る と ， 左右
，
両側 へ の 頭部 回旋例で C が
N Fと な り両側V が同時に N Fと な る全例が梗塞 へ
RI N Dd 側 へ の 回旋 で の み C が N Fと な り 両側 V が
同時に NF と な ら ない10％が梗塞 ん RI N D とな っ た ．
繰り返す RI N D及び 頻回 の TI A発作例の 5例に 対 し
頸部動脈の 手術 を行い 再発を見 て い な い ． 限局性脳虚
血性病変に 対 す る頸部手術は有効で あ る ．
6 一 血 小板減少症患者の 緊急手術 に お ける管理
0 泉 祥子 ， 木 多真也， 赤池秀 一
二 見 一 也， 山下純宏
く金沢大学脳神経外科1
血小板減少症患者 の 緊急手術例 を2例経験 した ．
第 1例は ， 特発性血小板減少性紫斑病患者 で あ り ，
小脳出血と急性水頭症を合併 した ． 血 小板輸血 と ガ ン
マ グ ロ ブ リ ン製剤 ， ス テ ロ イ ド投与下 に ， 脳室体外 ド
レ ナ ー ジ術 を行 い ， 良好 な結果を得 た ． 第2例 は ， 化
学療法に よ る汎血球減少症患者であ り ， 外傷性急性硬
膜下血腫を合併 した ． 血小 板の 輸血下 に ， 穿頭血腫除
去術 を行い ， 良好な 結果 を得 た ．
血小板減少症患者の緊急手術時に は ， 出血傾向 を迅
速 に 把握 した後 ， 手術は必要最小限と し， 術前後 に わ
た る血小板輸血 を行 い ， 再出血を予 防す る こ とが 重要
と思わ れ た ．
座長 長谷川健く富山市民病院1
7 ． 眼球突出を きた した前頭重商急性硬膜外血腫の 1
例
0 向井裕修 ， 木谷隆 一
く富 山労災病院脳神経外科I
眼球突出を伴 っ た 前頭蓋裔急性硬膜外血腫 を経験 し
た ． 症例は31歳 の男性， 金属塊が左前頭部に 直接当た
り受 傷 ， 1 ．5時間後 に 当科紹介さ れ た ． 初診時， 意識清
明， 左眼球突出， 左視力低下 ， 左瞳孔散大を認め ， G．
C． S． 15点 で あ っ た ． 受 傷2．5時間後で は意識I ト1， G．
C． S． 11点 と悪 化し た ． 初診時 C Tに て ， 左 眼 裔 内側
壁 ， 上 壁及 び蝶形骨の 粉砕骨折， 骨片の シ ル ビ ウ ス 裂
へ の 突出 ， 脳挫傷 ， お よ び左 眼 球の 突出を認 めた ． 受
傷2．5時間後 の C Tで 左 眼球突出の増悪 ， 及 び新 た な
左前頭蓋裔に 限局 し た硬膜外血 腫 を認 めた ． 直 ち に 左
前頭側頭関頭 ， 硬膜外血腫除去 を行 い ． 蝶形骨の 骨片
を除去 した ． 術直後よ り左 眼 球突出は軽快し た ． 眼 球
突出 は眼 高上 壁 が粉砕骨折さ れ た 際， 眼 蘭内容 を圧 迫
し たた め受 傷直後よ り発症 し ． さ ら に 硬膜外血腫 が圧
迫した た め増悪 し た と考え られ た ．
8 ． 脂肪塞栓 の 1例
0 北井隆平 ， 勝村浩敏 ， 兜 正 則




症例 は18才の 男性 ． バ イ ク運転中． 受傷 ． 近 医搬送
時に は意識清明で あ っ た が ， 14時間後 よ り意識 レ ベ ル
の 低下 を認め 当科紹介． 来 院時 G C S Eくい Vく41 M
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く31 計8点， 動脈血ガ ス 分 析で pH 7．43 6， PaO2 34 ．
3
， PaC O2 30．5． 脂肪塞栓症 を疑 い ， 直 ちに 呼吸管理
を行っ た ． 単純 X－P で両下腿 骨折 ， 左第 4 中手骨骨折
を認め た が ， 頭蓋骨骨折 を認 め な か っ た ． C T で は血
腫 や脳挫傷 を認 めな か っ た ． 受傷後 3 日目の M RIで
は T 2強調増で ， Co r o n a r adita と半球全体の 灰 白質
一 白質境界部 に Spotty な 強債号域 を認 め た ． 2 ケ月
後の M RI で， この H ighInten sity Spot は 消失 して
い た ． 本病変 の 原因と して ， 低酸素症 ， 脂肪栓子 に よ
る血管閉塞． 遊離脂肪酸に よ る血 管内皮障害等が考え
られ た ．
9 ． ボ ク シ ン グ外傷 に よ る 急性硬膜下血腫の 2例
0 山口成仁 ， 池 田正 人 ， 石倉 彰
く国立金沢病院脳神経外科1
ボ ク シ ン グ外傷 に よ る 急性硬膜下血腫 の 2例 を経験
した ． 症 例1 ． 23才男子大学生 ． ア マ チ ュ ア ボ ク シ ン
グ大会 に 出場 ， 3 Rに ス タ ン デ ィ ン グ E O さ れ る． 試
合後 ， 頭痛 ． 嘔吐 訴 え昏睡状態 と な る ． C T で 左急性
硬膜下血腫 お よ び テ ン ト ヘ ル ニ ア の 所見が み ら れ た ．
緊急に 関頭血腰除去 ， 内減圧を施行 した が 意識は 回復
せ ず， 植物状態と な っ た ． 症例 2 ． 20才 ， 男 子 大学
生 ． 上記 と同大会 に 出場 ， 3 R終了 後頭痛 を訴 え， 当
院 に搬送 さ れ た ． 初 回C T で左硬膜下血 腰 を認 め た
が ， 意識 は ほぼ 清明であ っ た ． その 後急速 に 意識 レ ベ
ル が低下 ， 半昏睡 と な っ た た め 緊急関頭 血腫除去 を
行 っ た ． 術後経過は良好で あ っ た ． 亡結語コ ボク シ ン グ
外傷に よ る急性硬膜下血腫 は経過が非常 に 早 い た め ，
迅速か つ 適切 な診断 ． 治療が 必要で あ る ．
10． M yelodysplastic syndr o m eくM D SIに 合併 した 外
傷性脳内血腫の 1例




48歳 ， 男性 ． 1989年 6月 5 日． 転落 して後頭部 を打
撲 ． 意識障害 ， 左片麻痔 を示 した ． 来院 時よ り 赤血 球
数350万 ， H b9．6gノdl， 血 小板数36．000， と貧血 及 び
血 小板減少 を認め た ． 頭部 C T で は， 徐 々 に 増大す る
脳内血腰 を認 めた ． 手術 に 際 し て ， 血 小 板輸血 を 行っ
た ． 術後 も血 小板輸血 を続 けた が ． 術後 5 日以降は血
小板数 は ほ と ん ど増加せず ， 血 小板輸血 不 応症で あ る
と 考え られ た ． 骨髄穿刺に よ り M D Sと診断され た ．
血 小板輸血 の 際 に は ， 血 小 板 輸血不応症 を念頭 に お
き t 時期 と量 を決定す る こ とが 重要であ る ．
．血石
座長 大橋雅広く市立 砺 波総合病院I
ll． 中大脳動脈閉塞 に 対す る塞栓除去 の 1例
0 北林正 宏 ， 駒井杜詩夫 ， 大 日方千春
蘇馬真理 子 く厚生連高岡病院脳神経外科
発症早期に 塞栓除去 を施行 し経過良好 で あ っ た中大
脳動脈閉塞症 の 1例 を報告す る ，
症例 は31女性 ． 9歳時 に 心室中隔欠損症 の手術の既
往が あ る ． 症状発見 か ら約 2時間 で 受 診 した ． 受診
時 ， 意識清明 ， 発語不能 ， 右完全片麻痔の 状態で あっ
た ． CT で は 異常吸収域 は認 め な か っ た ． 左頸 動脈撮
影 で中大脳動脈本幹 の閉塞が認め られ た ． た だ ちに左
前頭 一 側頭関頭 に て 中大脳動脈 を露出 し ， 赤色血栓を
除去 した ． 術 直後 よ り右上 下肢の自動運動と発語を認
め ら れ る よ う に な っ た ． 10 日後 に は独歩可能と なり，
3週 後に 言語機能 が ほ ぼ完全 に回 復 し ， 2 カ月後に は
右 上 肢機能も ほ ぼ完全に 回復 し た ． 術後 C Tで は小梗
塞巣が ほ ぼ 出現 した が 出血 性梗塞 は き た さ なか っ た ．
12． 急性期虚血性脳 血管障害の外科治療
0北村佳久， 早瀬秀男 ， 得田和彦
く横浜栄共済病院脳神経外科
二 見 一 也 く金沢 大学脳神経外科
我々 は過去 3年間に 15例の 急性期脳虚血症状を示す
患者 に 外科治療 を行 っ た ． 症例 は い ずれ も 主幹動脈の
閉塞あ る い は狭窄 を示 した ． 6例 は 頸部頸動脈病変，
4例 は頭蓋内内頸動脈閉塞 ， そ して 5例は 中大脳動脈
閉塞 で あ っ た ． 塞栓術 は 8例 あ り ， 5例 に 頭蓋内塞栓
除去 ， 1例 に 頸部 で Foga rty カ テ ー テ ル に よ る 塞栓
除去 ， 1例 に S T A－M C A吻合術 を行 っ た ． 発症短時
間に 再開通 を さ せ た に もか か わ らず ， 3例が死 亡 し，
3例 は 重症後遺症 と な っ た ． こ れ に 対 し ， ア テ ロ ー ム
に よ る 閉塞及 び ， 進行性脳卒中を呈 し た血栓症例に対
して は ， 5例 に S T A－M C A吻合術 ， 1例 に 内膜剥離
術 を行い ， 全例 ， 軽症後遺症以 上 で 退院 した ． 今後，
症例 を十分に 検討 しな が ら ， さ ら に 症例 を重ね ていき
た い ．
13． 破裂脳動 脈癌術後 に 繰返 し硬膜外 血腫 を生 じた
S L Eく全身性 エ リ テ マ ト ー デ ス1 の 1例
0 伊 東正 太郎 ， 竹 内文彦 ， 大橋雅広
く市立 砺 波総合病院脳神経外科
症例 は50歳 の 女性 ． S L Eの 既往が あ り ， 18 年間ステ
ロ イ ド を服用 ． 急 に 昏睡状態と な り 緊急入院． C Tで
く も膜下出血 ， 右 B A Gで 右後下小脳動脈本幹に 紡錘
状動脈癌 あ り ． 第 2病 日 に 脳動脈瘡ク リ ッ ピ ン グ術施
行 ． 第 4病 日 か ら第 9病 日 まで脳 血 管撃締治療として
925
トロ ン ボ キ サ ン 合成阻害剤く80mgノ別 を投与 ． 第 9，
13， 15病 日 に 後頭下関頭部に 大 き な硬膜外血腫出現 し
それ ぞれ血腫除去術施行 ． 術後小脳症状 もな く独歩退
院． 経過 中の 出血 凝固系検 査 で は出血時間 7分以外，
正常で 血小板数 も正 常 ． 本例 の硬膜外血腫の 成因 は，
ス テロ イ ド の長期投与 に よ る血管壁の脆弱化 くコ ラ ー
ゲンの 変性I と ト ロ ン ボ キサ ン合成阻害剤 に よ る 出血
傾向く血小板凝集抑制作一別 と推定 し た ．
14． 青年期脳 動脈瘡症例の 検討
0 赤池秀 一 ， 二 見 一 也 ， 東壮太郎
橋本正明 ， 池 田清延 ， 山鴫野盛
山下純宏く金沢大学脳神経外科1
20ノ ー 39才 の脳動脈癌48例 に つ い て検討 した ， 動脈膚
の発生部位 に は他の 年代と差異 は なか っ た ． 入 院時の
臨床状態で20へ 29才に Hu nt8t Ko s nikgr ade 小一 5 の
重篤な症例 の多い 傾向があ っ た の に 対 し ， 30へ 一39才で
は他の 年代層 に 大 き な 羞 は な か っ た ． 退 院 時 の
G．0．S． で は ， 他 の 年代 と比 べ て 20ノ ー 2 9才 で は De ath
の比率が ， 30一 旬 39才 で は Go od と De ath が 高か っ た ．
また ， 20旬 39才で は Vegetativ e state は み られ な か っ
た ． 20
〆 1ノ29才の 動脈膚症例 の特徴 と し て男性が多く ，
巨大脳動脈癌 ， 多発脳動脈瘡 の 発生頻度が高 い こ と よ
り先天 性因子 の 関与が考 えられ た ． 30一 り 39才で は 予後
不良因子 と して 脳内血 腫 ， 脳室 内穿破 ， 再出血 ， 及び
重篤な合併症があげ られ た ．
座長 駒井杜静夫く厚生連高岡病院I
15． 軸椎 歯突起骨折新鮮例 に 対 す る dir e ct sc r e w
fix atio n
－ その 適応と 手術手技 －
0 長谷川健 ， 浜田 秀剛 ， 宮森正 郎
山野清俊く富山市民病院脳神経外科I
52歳男性の軸椎歯突起基部骨折 に ， 受傷 1 週間後
S m allc a n c ello u sbo n e s c re wくO R 207－40J を用 い 前方
より直接内固定 を行い 良好 な結果 を得た ． 本法は い
手術侵襲が小さ く ， 2う 歯突起 その も の の 骨接合術 で
固定が確実 ， 31 術後は短期間 の簡単な装具 で 済む ，
り 環軸関節 に 機能障害 を残 さ な い ， な ど従来の諸法
の問題点を克服す る優 れ た術式 と考 え られ る ． 本法 の
適応は， Ande rs o n8t D，Alo n z oのII塾 お よ び不安定
性の強い 凹 型骨折に ある ． 歯突起基部の骨折面が斜位
の時， 後方下が り は 良い 適応 で あ り後方上 が りは 禁忌
となる ． 本報告例 の よ う に 骨 折面 が横方向 に 斜位 の
時， SC re wの 刺入 は 正 中 よ り 若干斜位 が望 ま しい ．
SCr ew の ネ ジ山は骨折面を越 え るよ う 既製の ネ ジ を術
中に 削るの も ー 法で あ る ．
1 6． tr a n s sulc al appro a ch の経験
0 相原謙憶， 富田 一 彦 ， 塚 田 彰
瀧波賢治， 村 田秀秋
く福井県立脳神経外科1
脳神経外科手術に お い て ， 脳内あ る い脳室内の病変
へ の接近法と して脳皮質 の切開を行う場合 に は ， 脳 回
の 切開 に よ る 方法 が よ く用 い ら れ る ． 近年 ， micr o－
S u rgery の 発達 に より ， 脳滞 を経由 した皮質切開が よ
り侵襲 の 少 な い 接近法 と し て 考 え ら れ ， tr a n S Sulc al
ap pr o a ch と 紹介さ れ て い る ． 今 臥 我々 は 1剖検例
で こ の接近法 を検討 し ， 2例 の 脳腫 瘍 を こ の ap pr o－
a ch で手術 を行 っ た ． 剖検例 で は脳帝 を分け る こ と に
よ り
，
わ ずか な 脳切 開で 脳内や側脳室 へ 接近 しえ た ．
左頭頂葉の 転移性脳腫瘍例 で は ， 後遺症な く全摘 し え
た ． 右側脳室腫瘍例 で は ， 上 側頭帝 を経由 して腫瘍 に
到達 し えた ． 脳切開を最少 に して脳内 ， 側脳室内に 到
達しう る tr a n s s ulc alap pr o a ch はmicr o s u rge ry に よ
り可能 で あり ， eloqu e nt a r e aの脳内病変， 側脳室内
病変 に 長い 適応がある ．
1 7． トル コ 鞍近傍病変 に 対す る e xte nded inte rhemi．
SPhe ric ap pr o a ch の有用性に つ い て
0 宮森正 郎， 長谷川健 ， 浜 田秀剛
山野清俊く富山市民病院脳神経外科1
1989年 2月 か ら19 90年 7月 ま で の 1 年単 に inter．
he misphe ric ap pr o a chの を 9例経験 した ． 内訳 は ， 血
管性病変 5例 卜 腫瘍 性病変 4例 である ． 7 例 に お い
て
，
上 矢状洞と大脳鎌 を前下方で切断 し ， 右前頭葉を
右方へ 圧 排 し ， 左前頭葉 も大脳鎌 と 一 緒 に 左方 へ 軽く
圧排 し ， 視野 を広く と っ た くexte nded ap proachl． 結
果こ 動脈瘡の 5例は 全例 c o mplete clipping 施行 ． 高
位や後方向き の A．c o m a n e u rys m に inte rhe misphe－
ric は優れ て い た ． 一 方 ， 腫瘍性病変で は ， 両側 内頸動
脈や両側 Al の 確認が容易 で ， 穿通枝 と栄養血 管 の 識
別 も容易 で あ っ た ． さ ら に
，
inte rhe misphe ric は
pterio n al に 比 し死 角が で き に く く ， 特 に 腫瘍 の 後上
線の 確認が容易 で あ っ た ． 前頭 洞 の 開放 や bridging
v ein 切 断 に よ る合併症 の 発生 は皆無で あ っ た ．
1 8． Syringo m yelic Syndro m eを呈 し た 4手術症例
0 寺林 征 ， 新保義勝 ， 大倉良夫




脊髄空洞症 の 4 手術症例報 告 す る ． 症 例 王 は
Chia ri I 型に よ る も の で あ るが 高度 の 筋萎縮 を認 めた
た め術後の支持性 を考え て ， 第 6 良 7頸椎の右片側椎
弓切除術 を行 い 後根 の R E Z よ り空洞 ク モ 膜 下腔
くS－SIS hu nt を行 っ た ． 症例II もC hia riI 型 に 伴 っ た
も の で あるが ， 大孔部減圧 と第 4 頸神経後根 R EZ で
S．S S hunt を行 っ た ． 症例III は第5胸髄横断損傷後生
じた 上向性脊髄空洞症候群 を き た し た症例 で あ る が ，
第 1 良 2胸椎椎弓切除術を行 っ た が 癒着の 為ク モ 膜 が
同定さ れ ず， 空洞硬膜下腔 Shu nt に終わ っ た と 思わ れ
る ． 症例IV は腰髄外傷後に 発生 した も の で あ る が ， 腰
髄 の喪腫様の 腰大 した 部 で S－S S hu nt を行 っ た ． 各症
例 の M R工所見 と術中 ス ライ ド を提示 す る ．
第13会場 外 科 分 科 会
第217 回北 陸 外 科学会
一 般演鹿
座長 山田 明く富山医科薬科大学第 2外科1
1 ． 耳下腺 a cinic c elltu m o r肺転移の 1例
0 佐原博 之 ， 八 木雅夫 ， 福島 亘
桝谷博学 ． 北林 一 夫， 橋 本哲夫
桐山正 人 ， 清水康 一 ， 泉 長平
宮崎逸夫 く金大 2外1
2 ． 原発性副 甲状腺機能完進症症例の検討
0 岡田 由実子 ， 大村健 二 ， 宗本義則
足立 巌 ， 道伝研司 ， 林 裕之
疋 島 寛 ， 渡辺 洋字 ， 岩 喬
く金大 1外I
3 ． 甲状腺分化癌に お け る予 後因子 の検討
一 特に組織亜型1 高分化癌， 低分化癌1に つ い て －




4 ． 食道 spindle c e11ca rcino m a の 1 例
0 奈良雅文 ， 青竹利治 ， 北岡昭宏
田中宏和 ， 丹羽弘之 ， 打波 大
多保革典 ． 堀 内哲也 ， 下松谷匠
北角泰人 ， 増 田靖彦 ， 谷川允彦
村岡隆介く福井医大2外1
5 ． 食道癌術後貴痘 の 検討
0桝谷博孝 ， 八 木雅夫， 福 島 亘
佐原博之 ． 橋 本哲夫， 桐 山正 人





6 ． 噴門側胃切後再建 の 一 工 夫
一 小腸 re s e rv oir の inte rpo sitio n －
0 田 中茂弘， 中村 隆 ， 佐々木正
く厚生連滑川病院外科
米村 豊， 桝谷博孝く金大2舛
7 ． 胃全摘術兼膵牌合切後の合併症 の対策
0 酒徳光明 ， 橋 川弘勝 ， 村上 豊
平野 誠 ， 川尻文雄 ， 斎藤 裕
瀧 沢俊彦 く厚生連高 岡病院外科
8 ． 多変量解析 を用 い た早期胃癌の深速度診断
0金平永 二 ， 川浦宰光 ， 中野 一 郎
く済生会石川総合病院外糾
大村健 二 ， 疋 島 寛 ， 宗本義則
足立 巌 ， 道伝研司， 岡田由美子
く金大1州
9 ． 高齢者胃癌の臨床病 理学的検討
0 道場昭太郎， 高松 儒， 津田宏借
浅井伴衛， 木下睦之 ， 滝田佳夫
菅原昇次郎く国立金沢病院外科
渡辺麒七郎 く同 研究検査糾
10． Borr 4 型胃癌の検討
0 北林 一 男 ， 中野 泰治 ． 澤 敏治
吉光外宏く国立療養所敦賀病院外糾
座長 小西孝司 く富山県立中央病院外椰
11． 当院に お け る Bor r man n 4 型 胃癌症例の 検討
0 江嵐充治 ， 島 弘三 ， 上野 一 夫
大堀 功 ， 富田 寛く富山労災病院外科
12． Ne o． adju v a nt che m othe r ap yを施行 し切除した
Stage rv胃癌の 2症例
0伊井 徹 ， 松木伸夫く上市厚生病院外柳
田中茂弘く厚生連滑ノート病院外糾
13． Stage IV胃癌 の治療成績
0 薮下和久 ， 月岡雅治 ， 新保雅宏
松本 尚 ， 谷屋 隆臥 広沢久史
黒 田膏隆 ， 小西孝司 ， 辻 政彦
く富山県中外掛
三輪淳夫く同 病矧
14 ． 胃癌術後 4 年目の Schnizle r転移 に 対 し， 直腸切
断術く子宮 ， 膣合併切目鋸 施行後 3年間7 ケ月再発
の み られ ない 1例
0 村山ア トム ， 片山外 － ， 北村秀夫
く福井総合病院外椰
15． 末端肥大症 に 合併 した A F P産生性胃癌の 1手術
例
0 家接健 一 ， 金子 芳 丸 田中松平
吉 田千尋く有松中央病院外抑
927
清ノl巨裕明， 鷲 田 毅 ， 前川正 知
く同 内科I
16． 肺癌術後経過中 に 胃癌 を認 め た 2例
0 小泉博志 ， 吉 田政之 ， 羽柴 厚




座長 鈴木修 一 郎 く富山医科薬科大学第 2外科1
17． 肝原発腺扁平上皮癌の 1例
0 青竹利治 ， 北 岡昭宏 ， 田 中宏和
奈良雅文 ， 丹羽弘之 ， 打波 大
多保孝典 ， 堀 内哲也 ， 下松谷匠
北角泰人 ， 増 田靖彦 ， 召川l 允彦
村岡隆介 く福井医大 2外1
18． 異な る肉眼型 ， 組織 型 の 同時性重複肝癌の切除例
0 谷 卓 ， 安本和生 ， 高田 道明
秋本龍 一 く浅 ノ 川総合病院外科1
森永健市 ． 立村森男， 上 野敏男
く同 内科1
19． 高齢者肝細胞病症例 の検討
0浦出雅昭 ， 岩佐和典 ， 伊 与部尊和
桝谷博孝 ， 橋本哲夫， 桐山正 人
清水康 一 ， 八 木雅夫， 泉 良平
宮崎逸夫く金大 2外1
20． G2， G3 一 括処理 に よ る肝外側区域切除術
0 三 浦 毅 ， 三 浦将司 ， 竹 内 一 雄
山村浩然 ， 笠 原善郎， 皆 川真樹




座長 嶋田 紘く福井医科大学第 1外科1
21一 胆のう摘出後 ， 膵炎症状に て発症 し た総胆管 回虫
症の 1例




22． 当科に お け る膵管胆道合流異常症例 の 検討
0 藤田 隆， 新本修 一 ， 高橋嘉彦
片山寛次 ， 野手雅章 ， 広瀬和郎
関 弘明， 璃部芳彰 ， 小 島靖彦
嶋田 紘
，
中川原儀 三 く福井医大 1外う
23． 当科に お け る十二 指腸乳頭部癌症例 の検討
0 橋 本琢生， 渡辺 透 ， 川上和之
広岡淳雄 ， 藤 岡重 山 ， 石 田 一 樹
森 善裕 ， 山 田哲司 ， 北川 晋
中川正昭く石川県中 一 般消化器外科1
24． 胆管癌症例の 検討
0藤尾秀則 ， 田 中 尚 ， 北尾 忠寛
山本広幸 ． 広瀬 由紀 ， 伴 貞興
松下利雄 ， 城崎彦 一 郎 ， 田 中猛夫
く福井赤十字病院外科1
25． 肝 内胆管細胞癌 の免疫組織学的検討
0 岩佐和典 ， 伊 与部尊和， 桝谷博孝
滞出雅昭 ． 橋本哲夫， 桐 山正 人
清水康 一 ， 八木雅夫， 泉 良平
宮崎逸夫く金大 2外I
26． 下部胆管癌症例 の 外科的治療成績
0 中野 達夫 ， 永川宅和 ， 坂本 浩也
洲崎雄計， 福島 亘 ． 吉光 裕
森 和弘． 角谷直孝 ， 萱原 正 都
太 田菅生， 上 野 桂 一 ， 宮崎逸夫
く金大 2外1
座長 小西 一 朗 く富山市民病院外科ン
27． 膵糞胞性疾患の検討
0 杉山和夫， 加治正 英． 小林 弘信
中川長雄 ， 竹下八 州男く舞鶴共済病院外科I
28． 膵管内乳頭腫瘍 の 3例
0浅 田康行 ． 三 浦将司， 竹 内 一 雄
山村浩然， 笠 原善郎， 皆川真樹
金 定基 ， 三 井 毅， 飯 田善郎
黒 田 譲， 藤沢正 清く福井済生会病院外科1
河原 栄く金大 1疇勒
29． P D後 1年 3 ケ月経適 した腹膜転移陽性膵頭部癌
の 1例
0 小 西 一 朗
，
井上 哲也， 鎌 田 徹
渡辺俊雄 ， 田尻 潔， 草島善徳
広野禎介く富山市民病院外科1
高柳声立く同 病 理1
30． 術 中 RapidIR Iに よ り ， 切 除 を 確認 し え た
In sulin o ma の 1例
0 五 井孝憲， 長谷川 保弘， 太 田信次
藤田 隆， 片山寛次 ， 小 島靖彦
嶋田 紘 ， 中川 原儀三く福井医大 1 外1
中島鉄夫， 中村立 子 く福井医大放射線科1
31． 牌血 管肉腫 破裂の 1例
0 川 尻 文雄 ，平 野 誠 ，洒徳光明
村上 望，斎藤 裕，橋川弘勝
瀧沢俊彦く厚生連高岡病院外科1




0 金 定基 ， 三 浦将司， 飯 田善郎
竹内 一 雄 ， 山村浩然 ， 笠 原善郎
皆川真樹
，
三 井 毅， 浅 田康行
黒 田 譲 ， 藤沢正 清 く福井済生会病院外科ナ
河原 栄く金大 1病理ナ
33． 大腸 pm 癌の検討
0 広沢久史 ， 月 岡雄治 ， 新保雅宏
松本 尚 ， 谷屋隆雄 ， 薮下 和久
黒 田書隆 ， 小西 孝司 ， 辻 政彦
く富山県中外科I
三輪淳夫く同 病理1
34． 直腸 pm 癌の 検討
0黒 阪慶事 ， 山 口明夫 ， 洲崎雄計
二 宮 到 ， 伏 田幸夫 ， 神野 正 博
小 坂健夫 ， 米村 豊 ， 三 輪 晃 一
宮崎逸夫く金大 2外I
35． 直腸痛手術術後イ レ ウ ス に 続発 した M R S A腸炎
の 1 治験例
0 湖東慶樹 ， 花立史香， 中坪直樹
牛島 聡 ， 村田修 一 ， 清崎克美
く氷見市民病院外科1
若狭林 一 郎 く同 胃腸科I
36． 低位前方切除術後の頻優 に 対す る洗腸療法の経験
0 古田 和雄 ， 高野賢司 ， 横山 隆
原 和人 く城北病院外科1
37． 大腸脂肪腰 の 1例
0 大上英夫
，
新井英樹 ， 山崎 一 麿
斎藤光和
，
山田 明 ， 笠 木徳三
坂本 隆 ， 唐 木芳昭， 田沢 賢次
藤巻雅夫く富山医薬大 2外1
38． 下血 を主徴 と した小 児 M e ckel 憩室の 2例
0月岡雄治 ， 松 本 尚， 新保 雅宏
谷屋 隆雄 ， 薮 下和久 ， 広沢久史





0 田中 尚 ， 北尾思寛 ， 藤井秀則
山本広幸 ， 広瀬由紀 ， 伴 禎興
松下利雄 ， 松崎彦 一 郎 ， 田 中猛夫
く福井赤十字病院外科1
40． stageIJI乳癌 に対 す る胸骨傍 リ ン パ 節郭清の意義
0 谷屋 隆雄 ， 月 岡雄治 ， 松本 尚
新保雅宏 ， 薮 下和久， 広沢久史
黒 田 書隆 ， 小西孝司， 辻 政彦
く富山県中外科
三輪淳夫 洞 病勒
41． 乳房温存療法 に つ い て
0 太 田長義 ， 野 口昌邦 ， 小矢崎直博
谷屋隆雄 ， 宮崎逸夫 く金大2瑚
42． 乳癌術後再発例 に 対 す る集学的治療
0 沢崎邦広 ， 藤村 隆 ， 嶋 裕 一
巴陵宣彦 ， 藤田 秀春く高岡市民病院外科
43， 乳癌 骨転移症例 の検討
0 指宿昌彦 ， 佐久間 寛 ， 松下昌弘
瀬戸啓太郎 ， 熊木健雄 ． 坂田則昭
芦田善尚， 喜多 一 郎 ， 高島茂樹
木南義男く金医大 一 般消化器外科
44． 乳癌術後の 孤立性肺転移症例
0 笠 島史成 ， 渡辺 洋宇 ， 小田 軌
清水淳三 ， 龍沢春彦 ， 渡辺 進 一 郎
林 義信 ， 川西 勝 ， 岩 喬
く金大1州
水上勇治 ， 野 々 村昭孝 ， 松原藤継
く同 中検病現
北川正信く富山医薬大 1病珂
4 5． 乳房再建術 に つ い て
0 福島 亘 ， 野 口 昌邦 ， 太田長義




46． 慢性結核性膿胸 に合併 した 胸壁原発 M F H の1例
0 ノJl田 誠 ， 渡辺洋宇， 清水淳三
渡辺 進 一 郎
，
龍沢春彦 ， 林 義信
笠原史成 ， 川西 勝 ， 岩 喬
く金大1州
渡辺秀人 ， 松 原藤継 く同 中検病勢
47． 気管気管支形成術施行症例 の検討
0磯和理貴 ， 清谷 哲也 ， 山中 晃
く福井赤十字病院呼吸器科
48． 新 しい 胸 骨開胸器 を用 い た両側開胸肺縫縮術の経
験
0 木元 春生 ， 永井 晃， 澤 重治
く富山赤十字病院心臓血管呼吸器外剛
49． 部分肺静脈還流異常症の 1 治験例
0 渡辺 俊 一 ， 三 崎拓郎 ， 松永康弘
上山圭史 ， 平野 勝康 ， 手取屋岳夫
榊原直樹 ， 岩 喬く金大1州
座長 上山武史く富山医科薬科大学第1外相
50． 外傷性胸部大動脈癌 の 4治験例
会 929
0 徳楽正 人 ， 浦 山 博 ， 坪 田 誠
加藤明之 ， 川上 卓久， 榊原直樹
渡辺洋字
，
岩 喬 く金大 1 州
51． 教室に お け る腹部大動脈痛手術症例 の 検討




佐 々 木正 人 ， 森岡浩 一 ， 野 口 英樹
井草彰夫
， 千葉幸夫 ， 村岡隆介
く福井医大 2外I
52． 凹型解離性大動脈癌 に 対す る胸部 ． 腹部同時人 工
血管置換の経験
0 明元 克司 ， 森 田 弘之 ， 鈴木 衛
高野 徹 ， 横 川雅康 ， 上 山武史
く富山医薬大1外ン
53． 両側大腿 動脈癖の 1治験例
0 林 裕之， 斎藤 裕 ， 村上 望
川尻文雄 ， 洒徳光明 ， 平野 誠
橋川弘勝 ， 龍沢俊彦く厚生連高岡病院外糾
54■ 急性解離性大動脈将 に お け る心の ド レ ナ ー ジ術 の
検討
0 戸 島雅宏 ， 藤村光夫， 西 谷 泰
根本慎太郎 ， 北 俊之 ， 中川禎 二
能登啓文， 前田昭 治
く宵山県中呼吸器循環器外剛
55． 当科 に お け る上 肢 A S O症例の検討
0 山本雅巳 ， 森 田 弘之 ， 高野 徹
明 元 克司， 横 山雅康 ， 上 山武史
く富山医薬大 1外I
座長 関川 博 く富山赤十字病院外糾
弧 7．5 M Hz 新型 超音波術中プ ロ ー プ の使用 経験
0 魚津幸蔵， 佐々 木正 寿 ， 鈴木 衛
長谷川 洋
， 関川 博 借 山赤十字病院外糾
山本修治 ， 小西秀男 く同 放射線科
57． 腫瘍 マ ー カ ー に よ る化学療法効果判定の試み
一 腰瘍 マ ー カ ー Suppression Rate の 提 唱 h
O 渾 敏治 ， 木下 一 夫， 北林 一 男
中野 泰治 ， 加藤真史， 吉光外宏
く国立療養所敦賀病院外科1
58． 消化器癌 に お ける 術前腹腔細胞診 の 試 み
0 中野 泰治
， 木下 一 夫 ， 北林 一 男
加藤真史， 澤 敏治 ， 吉光外宏
く国立療養所敦賀病院外科1
59． ア ミラ ー ゼ 産生卵巣癌の 1例








6 0． 乳房及び 十二 指腸の異時性重複癌
0 中野 一 郎 ， 川清華光， 金平永 二
く済生会石ノーl総合病院外科1
小川滋彦 ， 山田隆千一同 内科1
61一 腹膜偽粘液腫の 3症例
0 菅原昇次郎． 高松 儒， 津 田宏倍
浅井伴衛 ， 道場昭太郎 ， 木下睦之
滝 田佳夫 ， 個 立金沢病院外科I
62． 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア の 1例
0石 黒 栄紀 ， 品川 誠 ， 村上 真也
高島 一 郎 ， 木原鴻洋 ， 中泉治雄
く公立能登総合病院外科1
63一 術前に 確 診 を得 た閉鎖孔 ヘ ル ニ アの 1例
0 中村寿彦 ， 清崎浩 一 ， 九沢 豊
寺中正昭く城端厚生病院外科1
川田直幹く同 内科ン




座長 遠山 一 書 高岡市民病院
1 ． 可動式 ブ ロ ッ カ ー 付気管内チ ュ ー ブ挿入 の 一 工 夫
0 高倉 康 ， 柳本政浩 ， 藤林哲男
中嶋 一 雄 ， 高波千栄美 ， 原 田 純
後藤幸生く福井医大麻酔科1
2 ． 小顎症 を伴 う小 児の 顎 関節強直症の 麻酔経験
0 元 塚雅也 ， 喜多正 樹 ， 浜谷和 雄
く石川県立中央病院麻酔科1
3J． La rynge al m ask air w ay の 使用 経験
0 幸高眞佐理
，
森川 茂， 成瀬 隆倫
中西拓郎く宮山市民病院麻酔科1
4 ． ラ リ ン ゲ ア ル マ ス ク エ ア ウ ェ イ の 使用経験
0釈永清志 ， 牧野 博 ， 樋 口 昭子
く富山県立中央病院麻酔科1
5 ■ 小 顎 症の 挿管困難症 に La rynge al m a sk air w ay
を使用 した 経験 と工 夫
0 中西 拓郎 ， 幸 高眞佐理 ． 森川 茂
成瀬隆倫く富山市民病院麻酔科
6 ． 挿管困難例 に 対 する ラリ ン ゲ ア ル マ ス ク エ ア ウ ェ
イ の 使 用経験
0山本 健 ， 松本泰作 ， 柴田 恵三
小 林 勉， 村上 誠 一 く金大麻酔科蘇 生 糾
930
座長 杉野式康 金沢医科大学
7． Be ckwith－W eidm a n n症候群 の 麻酔経験
0 喜多正樹 ， 元 塚 雅也 ， 浜谷 和雄
く石 川 県立 中央病院麻酔科ン
8 ． 幼 児膵島細胞症 に 対す る膵 亜 全摘術 の 麻酔
0 神谷和男 ， 山村茂樹 ， 林 睦子
く富山赤十字病院麻酔科1
9 ． Kugelbe rg－ Wela nde r病合併患者の麻酔経験
0浜 田富美男 ． 松本欣 子 ， 宮本裕子
渋谷 伸子 ． 佐藤根敏彦 ． 久世 照五
く富山医薬大麻酔科手術部1
10． 顔面 ． 肩甲上 腕型筋 ジ ス ト ロ フ ィ
ー 症の セ ボ フ ル
レ ン麻酔経験
0 席上 真樹 ， 丹 羽 真理 子 ， 長谷川公
一
川上 渡文 ， 原 田 純 ， 後藤幸生
く福井医大麻酔科1
11． ミ ト コ ン ドリ ア筋症 の 2 症例
0 坪川恒久 ， 坪 川雅子 ， 松本春作
石 田 浩 ， 野 村俊 之 ， 上 田孝夫
く福井県立病院麻酔科1
座長 原田 純 福井医科大学
12． 急性 心筋梗塞を合併 した 胃癌患者の麻酔経験
0 野竹理 洋 ， 片岡久範 く富山労災病院麻酔科ナ
13． 術後肺梗塞 をき た した 5症例 の 検討
0古木 勲 ， 高田 宗明
く公立能登総合病院麻酔科ナ
14． 術後 に 意識障害と低血圧 を来 し た ア ル コ ー ル 中毒
の 1症例
0 牧野 博 ， 釈永清志， 樋口昭子
く富山県立中央病院麻酔科1
15． 慢性低体温の 麻酔経験
0水戸部茂彦 ， 太 田 淳， 青野 允
森 秀磨 く金医大麻酔科1
16． 上 腹 部手術 く主 に 胆嚢摘 出術I に お け る 術後
Do x apr a m投与に よ る呼吸機能 の 検討
0 森川 茂 ， 車高眞佐理 ， 成瀬隆倫
中西拓郎く富山市民病院麻酔科1
座長 中西拓郎 富山市民病院
17． 麻酔前投与と し ての Br otiz olam 錠 と Bupr en o－
rphin e 坐 薬の 検討
0 鈴木久人 ， 新江 聡 ， 坪田恭子
杉浦艮啓 ， 高橋光太郎， 後藤幸生
く福井医大麻酔科1
18． 改良型サ ー モ ダイ リ ュ シ ョ ン ． カ テ ー テ ル の 検討
0 西村和浩 ， 八 木俊浩 ， 野 村良明
新 田俊 一 ， 山本 健 ， 小林 勉
会
村上誠 一 く金大麻酔科蘇生糾
19． 境骨動脈 カ ニ ュ レ ー シ ョ ン の 合併症 を生じ た2症
例
0 長瀬典子 ， 門田 伸也 ， 宮腰英和
佐伯善機 く厚生連高岡病院麻酔科
20． 富山医科薬科大学附属病院 に お け る過 去1 0年間の
老人 麻酔 の集計
0 斎藤 緑 ． 浜 田富美男 ， 竹端恵子
中村連弥， 広 田 弘毅 ， 久世照五
伊藤祐輔く富山医薬大麻酔椰
21． パ ソ コ ン と電話回 線直結 に よ る原稿送受 に つ い て
0 森 秀麿 ， 中村耕 一 郎 く金医大麻酔科
座長 生 垣 正 市立砺波総合病院
22． サ ー モ グラ フ ィ を用 い た 冷水負荷試験
一 負荷側 お よ び非負荷偶の 経時変化－
0 東藤義公 ， 櫛田 康彦 ， 谷 口浮朗
野村良明 ， 山本 健 ， 小林 勉
村上誠 一 く金大麻酔科蘇生糾
23． 交感神経 ブ ロ ッ ク と 他療法を併用 した 要因の検討
0 本城 繁く杏林大学麻酔科
24． 多発性神経炎 に 硬膜外通電が有効 で あ っ た1例
0 横山博俊 ， 元塚朋 子 ， 岸槌進次郎
く国立金沢病院麻酔科
25． 胸腔内局 麻薬注入法 の試み
－C Tス キ ャ ン に よる 薬液の 胸腔内分布の検討 －
0示 野 勝 己 ， 遠 山芳子 ， 生垣 正
く市立砺波総合病院麻酔科
山本 健 ， 李 文志 仁 小林 勉
村上誠 一 く金大麻酔科蘇生科
26． 帯状癌疹後神経痛 に 対す る ク ロ ロ ホ ル ム ． ア スピ
リ ン 塗 布療法の臨床経験く第 1 報l
O 櫛田 康彦 ， 高橋 麗子 ， 紫藤明美
東藤義公 ， 山本 健 ， 小林 勉
村 上誠 一 く金大麻酔科蘇生糾
27． 顔面筋 の 異常運動 に 対す るボ ツ リ ヌ ス A型 トキシ
ン 注射療法
0 久世照五 ， 畠山 登 ， 成瀬隆倫





当番幹事 高柳甲立 く富山市 民病 掛
A会場
座長 福永寿暗く金沢医科大学1
A l． 安静時気道抵抗の基準値設定 の 試 み
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0 中村ま り子
， 中村正 人 ， 有江昌美
く金沢医大中央臨床検査鮒
福永寿乳 寺畑薯朔 く同 臨床病J郵
大谷信夫 く同 呼吸器称柳
安静呼吸 に 近い 呼吸数22，50 br e athJImin に お け る
各気道抵抗の基準値 を検討し ， 算出 した ．
r対象． 方法コ 当院呼吸機能検査室で検 査 した患者の
内肺疾患の 既往歴 が な く ， 3 ケ月前よ り 風邪 ． 咳 ． 疾
等の症状の な い 者で ， 基 礎的肺機能検査 が正 常 な1021
例を対象 に して pe ak－flo w を 21ノs e c以下 ， 呼吸 数 を
22，50br e athlmin と 一 定に し ても らい 男女 ， 年齢別に
各気道抵抗 の m e a nと sd を求 め ， さ ら に rn e a n士
3sd を越 える 者 を除い て m e a nと sd を求 め基準値を
算出した ．
亡結果 ． 考察コ0各気道抵抗の基準値 は女性の 方が 男
性に比 べ て有意 に 高い くpく0．OIL 砂sGa w で は 性差
は認めら れ な い ． e各気道抵抗値の 加齢の影響は明確
でな い ． ゆ呼気 ． 吸気別の比 較 で は ， 呼気相に お け る
気道抵抗が高値 を示 し た ． くpく0． 叩 また ， 呼吸 数28
での Ra w の 基準値 は
，
男
， 女 ， 男女と それ ぞ れ1．36
士0－55， 1 ．72士0．64， 1 ■5 3 士0．61c mHD 1ls e c， 呼吸
数50 で は， 1． 63士0 ．56， 1 ．99士0 ．5 9， 1．8 1士 0．61
C mHD1ノse cと な っ た ．
A 2． サイ ク ル エ ル ゴ メ ー タと ト レ ッ ド ミ ル 負荷 に よ
る呼気ガ ス 分析 の 比 較




三 島 一 紀
く金沢医大中央臨床検査部I
松井 忍 く同 循環器内ラ帥
く目的l トレ ッ ド ミ ル くBr uc e法 ， Br u c e叡 割 ， エ ル
ゴ メ ー タ くRa mpl 両運動負荷試験の よ り適切 な施行を
目的と して 呼気 ガ ス 分析装置を用 い ， 両負荷試験の 比
較検討 を行 っ た ．
く方法と成績ン 健常 9例 を対象に 運動中の 呼気ガ ス動
態をモ ニ タ ー ， エ ル ゴ メ ー タ で は 乳酸採血 く2分間
剛 を行 っ た ． V －Slope 法 よ り 推定 A Tくmllminl
kglは17．3士3 ■2くBr u c eン， 16 ．3士2 ．6くBru c e至勘 ，
13．9 士1 ． 7くRa mpl， Br u c e－ Ra mp 間 に は 高 い 相 関
くrニ 0．887pく0 ．01Jが あ っ た ．
く結語ン Bm ce変法は 商運動能例 で は 負荷 不足 の 為
A Tの 推定が 困難 で あ る ． Br u c e法は 負荷量 は十分で
あり ， A Tで は Ra mp と 相関 も高い が ， Stage up に
よる強度変化が大 き く低運動能例 で は初期段階で テス
ト中断と な る 可能性が高 い ． Ra mp か ら の A Tは乳酸
値からも 妥当で あ り ， 負荷強度 は 0 よ り滑 ら か な 増加
の 為 ， 低 1 高運動能例 へ と広範な 適用 域を持 つ が ， 心
肺よ り 下肢疲労 に よ る 中断が多く最大 02摂 取量等の
推定に は不 適 と思わ れ る ．
A 3－ 多機種の 血液 ガ ス 分析装置 に 於け る測定値 の 比
較
0 有江昌美 ， 中村正人 ， 中村ま り子
く金沢医大中央臨床検査部1
福永寿晴 ， 寺畑書朔く同 臨床病郵
大谷信夫く同 呼吸器内科ン
ほ 剛 当検査室の 工L 1303型 く以 下1 3031 を対象 と
し， 5社の 装置 の特性を比 較検討し た ．
仁方法 と結剰 1303 の対象機器は ， IL1312， A B L300，
C O R N I N G 280， N O V AST AT P R O FI L E 5， 日 立
8700 の 5機種 で あ り ． 比 較 し た 項目は p軋 P C O2，
P O2 で あ る ． 第1 に 患者検体く全動 を用 い ， 各機種と
1303の 相関性 を検討 した ． 何れ も良好な相関関係が み
られ た が ， pH で は平均値の差が最大0．04で あ っ た ．
第 2 に 同時再現性 ， 日 内変軌 日差変動に よ り装置の
安定性 を調 べ た ． 試料及 び測定回数 は装置自身の 使用
制限や検討期間 の 差の た め 一 定 で は な い ． 全般 的に
PC O2， P O2で 一 部 バ ラツ キが 見ら れ たが pH は ほ ぼ全
て に よ い 相関 を得た ．
亡考察と ま と めコ 患者検体 で は 高い 相関関係 を得 た
が
， PH は平均値の 差が 大き く注意を要す る 必要 が あ
る ． 装置の 再現性で の不 良な結果の 要因に は装置の構
造及 び測定者の 操作手技が上 げ られ る ． 以 上皐り 日常
の メ イ ン テナ ン ス が 十分 な ら ば機器 間の 差異 は少 な
し1 ．
座長 新谷 憲治 く富山医科薬科大学1
A 4． コ ー ル タ ー S PIVに よ る赤血球粒度分布 と赤血
球浸透圧抵抗試験 の 比 較検討
0 岡 田敏春， 市川雅彦 ， 泉 敦
鳥居国雄 ， 黒 田満彦 く福井医大検査部1
自動血球計数装置の 粒度分布 のcテ割 に よ り
，
低張
食塩水 に 対 す る 赤血球 の 形態学的変化 を測定 し
，
Parpa rt 法tPa手割 との 比 較 を行 っ た ． Dc 法で の 基礎
的検討の 結果 ， 0牒5％ ， 0．20 ％ NaCl濃度で は経時変
化， 血 清希釈 ， 血球洗浄 な ど の 影響 は な か っ た が
，
0■35％で は影響が み ら れ た ． ま た溶血開始濃度 の 比 較
で は
， 健常人 ， Dc 法0．35％
，
Pa 法0．50％ニ 球状赤血
球症 ， Dc 法0．50％， Pa 法0．65％ ニ鉄欠乏性貧血症 ，
Dc 法0．30％ ， Pa 法0，50％と ， い ずれ も Dc 法 で低値
を示 し た ． こ れ は測定原 理 の 違い ， お よ び血液 の 希釈
倍数が Pa 法 くXlOOl に 対 して ， Dc 法くX51と低値の
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た め ， 血清の 影響 を受 け易 い な どと の 関連が 考 えら れ
た ． ま た Dc 法の 赤血球パ ラ メ ー タ ー の R D W は， 赤
血球が 低張食塩水中で膨化後 ， 崩壊 す る現象 を反映し
た変化 と思 われ る の で ． こ の種 の パ ラメ ー タ ー を活用
す る こ と も必要 と考 えら れ た ． Dc 法 は浸透圧 変化 に
対す る 赤血球 の形態学的変化 を直接知る上 で有用 と思
われ るの で ， 今後種々 の 病態に お ける活 用 を含 め ， 更
に 検討 を加 えた い ．
A 5． 顆粒球刺激時に お け る細胞内遊離 Ca イ オ ン測
定の基礎的検討
0 市川雅彦 ， 森河 浄 ， 岡田 敏春
鳥居国雄 ， 黒 田 満彦く福井医大検査部1
額粒球機能 の発揮 の 上 で重要 と さ れ る 細胞内遊離
Ca イ オ ン くLCa2十jil に つ い て ， F M L P お よ びP M A
刺激前後 に お ける変化 を比 較検討 した ． 仁Ca
2＋コi は，
fu r a－2 を用 い ， 新鮮静脈血 か ら 分離 した 額粒球 に ， こ
の Ca イ ン デ ィ ケ ー タ を 負荷 し ， ニ 波長分光光度計
くR F．50001 に て 測定した ． Ca 添加 Hepe sパ フ ア 中で
F M L P刺激く10
． 7
－ 10，MIを行う と ， ECa2＋コi は刺激
前億 60－ 70nM か ら， 鋭 い 立 ち上が り を も っ て ピ
ー ク
を形成 し ， 200－ 500nM ま で上昇 し美 ． Ca 無添加 パ
フ ア で は ． 刺 激前値 50nM か ら の わず か な 上 昇
く80nM りこ留 ま っ た ． Ca 添加 パ フ ア中で の P M A刺激
で は ， 仁Ca2十コi は徐々 に 上 昇 し ， ピ ー ク の 形成 は 見 ら
れ ず， 投与反応性も明 らか で は な か っ た ． Ca 無 添加
の パ フ ア で は ， 刺激300秒後 に 細胞内 に お け る Ca の
動員 を示唆 す る 仁Ca2＋コi の軽度上昇 が 認 め ら れ た ．
F M L P刺激に よる ケ ミ ル ミ ネ ッ セ ン ス と の比 較 で は ，
亡Ca2＋コiの 上 昇が 活性酸素産生 よ り先立 つ こ とが 示 さ
れ た ． LCa2十コi の測定は ， 細胞機能 を解析 す る 一 つ の
手段 に な りう る も の と考 えら れ た ．
A 6 ． 血液 疾患に お け る単核球 L D Hア イ ソ ザ イ ム の
検討
0 泉 敦 ， 岡田敏春 ， 鳥居国雄
市川雅彦 ， 黒 田 満彦く福井医大検査部I
血液疾患 ， 特 に 白血病患者 を対象と し て血 清 お よび
単核球 L D H アイ ソ ザ イム の 測定 を行 っ た ． 健 常人
くn ニ 6J で の 血 清 L DH ア イ ソ ザ イ ム くS－is ol の
M e an士SD は ， ト型27．4 士4．4％ ， II型28．6士 1．3％，
皿 型21． 3 士1．3％ ， 工V型1 1． 3士1 ． 7％ ， V 型1 1． 4士
3．7％ と な っ た ． ま た 単 核球 L D H ア イ ソ ザ イム
くM －is oユは ， 工型13．1 士1．2％， 工I 型27．4 士1 ．5％， 皿 型
32．0 士1．0％， 1V型19．1 士1．3％ ， V 塾8．5士 1 ．6％と
な っ た ． 白血病患者で は ， 全体 と して み る と い ずれ も
． 血
コご
有意な 差は認 めら れ な か っ た ． そ こ で 末梢血液像検査
で芽球の出現 を認 めた Bla stく＋一群 くn ニ 81 と認 めな
か っ た Bla stく－ン群 くn こ 14I に 分 けて 健常 人 と比較す
る と ， Bla stく－1 群で は い ずれ も有意 な差 はみ られ な
か っ た ． 一 方 ， Bla stく＋1群 で は ， S．is o は H 型33．5 士
4．1％の増加 と V型4．9 士1．4％の減少 に よ る工1， m優
位 の パ タ ー ン を呈 し ， ま た M －is o で は 1 型8．2 士
4．3％ ， H塾21．0士 6．0％の減少と王V型25．2 士5．9％ ，
V 塾15．0 士6．3％の 増加 が み られ た ．
A 7． E LIS A法 を用 い た ト ロ ン ビ ン ． ア ン チ ト ロ ン
ビン11I複合体測定の 基礎的検討
0 鳥居国雄 ， 岡田 敏春 ， 市川雅彦
黒 田 満彦 く福井医大検査鮒
凝固活性化 の指標 と な る トロ ン ビン ． ア ン チ トロ ン
ビ ン工工I複合体測定 用試薬 で あ る エ ン ザ イ ブ ノ ス ト
T A T キッ トくへ キ ス ト社 二 以下 T A Tl に つ い て 検討
を行 っ た ． T A T の再現性 は C V 5％以 内と良好であ
り ， 60ngノml まで 良好 な直線が得ら れ た ． ま た ヘ モグ
ロ ビ ン く0．8gノdり やイ ン ト ラ リ ビ ッ ドく1％1を用 い た
溶血 お よ び 乳 び の 影響 も認 め ら れ な か っ た ． 健常人
く25勧 よ り 求め た正 常範囲 は 0－8 へ 2 ．2ngノml であ
り ， DI C患者く39名I で の T A T は有意くpく0．001いこ
上 昇 し ， 全例 異常高値 で あ っ た ． しか も total－F D P と
D ダイ マ ー が と も に 高値 を示 す症例 く27名ナ で そ の傾
向が強 い 結果 であ っ た ． また T A T と A T l工王活性との
間 に は 負 の 相関 くrニ ー 0． 6 5 7I が ， tOtal－FD Pくrニ
0．4 29ン， D ダイ マ ー くr ニ 0．692ン と正 の 相関が認 められ
た こ と は ， D 王C患者 の主 な凝固緑酒動態 は過凝固およ
び線溶冗進 で あ る こ と を裏付 け る結果 で あ っ た 一 さら
に D工C患者 で行 っ た経 日変化の 検討 で は ， 本 法はD
ダイ マ ー と とも に 早期 に 高値 を呈 し， D工C患者の早期
発見 に 有用 な 検査法と思わ れ た ．
座長 斉藤和哉く福井県立病院1
A 8． P Kt310に よ る ぽ 2P工C 測定
0 山本正 美 ， 吉国桂子
く浅 ノ 川総合病院中央検査鮒
酵素免疫分析機器 P K－310くオ リ ン パ ス1を用い て現
在 ， 用 字法 で 行わ れ て い る P工Cけ イ ジ ン1の 測定条件
を検討 した ．
測定条件
サ ン プ ル 量 10叫 1， 第1試薬量 7伸 1， 第 3試薬量
10毎 l， 希釈液量700月1， 15秒モ ー ド ， PK－310専用発
色液使 用 ， 標準 曲線 type 2 と した．
検 出感度は 0．2毎 lノml， 3 濃度 に よ る 同時再現性
学は， C V が3－6
へ 5．7％ を示 した ． 希釈試験 は良好な直
線性を示 し ， 用手法 と の相関 は r
ニ 0．9 88y ニ 1．16 0x
－ 0．016であ っ た ． 健常 者50名の 標準値 は ， 1 ． 02〆 gノ
血 以下と な り ， 文献 に 示 され てい る値 0．8ノノ gノml以
下より高 め に な っ た －
A9 ． 重症肝障害例に お け る凝固 ． 緑酒 動態 に つ い て
0 内山 勲 ， 山下忠志 ， 大角友子
高橋繁夫く宮山労災病院検査料1
野 田八 嗣 ， 竹森康弘く同 内科ナ
太田 五 六 く同 病埋I
重症肝障害例 に お ける凝固線溶動態 を検討す る目的
で， 急性肝炎くA印 16例 ， 慢性肝炎くC H1 3例， 肝硬
変くL Cナ 6例 ， 肝硬変 十 肝細胞痛くL C＋ HC C1 7例を
対象と し， へ パ ブ ラス チ ン テ ス トくH P Tl， ア ン チ ト ロ
ンビンIIIくATIID， プ ロ テイ ン CくP CI． a 2プ ラ ス ミ ン
イ ン ヒ ビタ ー く庇 2Pl， 組織プ ラ ス ミ ノ ー ゲ ン ア ク チ
ベ ー タ ー くt－P AJ， D－ ダイ マ 一 等 を 測定 し た ． そ の 結
果， 肝細胞障害の 指標 で あ る H P T が低下 した A H，
H CC合併例 を含む LC 群 で は ， A TIII， PC と もに 低
下， ぽ 2PI低下 ， トP A上 昇 をみ ， 結果 と して 二 次線溶
を鋭敏 に反映 す る D－ ダイ マ 一 陽性 が 上 記疾患群 で5
7旬 66％の例 に見 られ た ． また ， 肝 で 産 生 さ れ て い る
凝固線溶の 各指標 と H P T は有意な相関を み たが ， 血
管内皮細胞で 産生 され る トP Aと H P Tは相関せず，
一 般に H P T低下例 は t－P A上 昇 し て い る も の の ，
L C＋ H C C群 で は ， H P T低下 が軽度 で も t－P A は高値
を呈 してい た ．
A lO． 骨髄血検査 に お け る骨髄 ブ ロ ッ ク標本 の有用 性
0 野崎志 げ子 ， 増本章美， 加藤陽子
島崎栄 一 ， 本郷忠彦 ， 高柳 甲立
く富山市民病院中央研究検査部1
骨髄穿刺吸引血 の検 査 は主 に 塗 抹標本 で行 わ れ る
が， 今回 セ ル ブ ロ ッ ク標本 を併用 す る こ と に よ り ， そ
の診断率の 向上 や 早期診断に つ なが る こ と を明ら か に
したの で報告す る ．
5年3 ケ月間 に施行さ れ た骨髄血検査数 は758件 で ，
うち悪性 リ ン パ 腫に つ い て 1例 は塗 抹標本 で ， 3例 は
セ ル ブ ロ ッ ク で 診断が 得ら れ た ． 粟粒結核症 で は 1例
で塗抹標本 に 類上 皮細胞の 集団を み た もの の ， 3例共
セ ル ブ ロ ッ ク標本 に て 診断 さ れ た ． 一 方骨髄浸潤 の
あっ た固型 悪 性腫瘍は 8例で ， その 内4例 は臨床的に
腫瘍が確認 され て い な い 時期に 診断 で き ， 8例中 7例
は塗抹標本 で も腫 瘍細胞 をみ た が ， 1例 は セ ル ブ ロ ッ
ク標本 で の み指摘で きた ．
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以 上 骨髄穿刺液 に つ い て ， 塗 抹模本で は見 い 出せ な
か っ た 病変 が セ ル ブ ロ ッ ク標本 に て判明す る症例が あ
る こ とよ り ， 日 常の骨髄血検査 に おい て ， こ の両者 を
併用 す る こ と が 有意義と思わ れ た ．
A l ． 骨髄像検査 ． 貧血 と赤芽球比率
0谷本 一 夫， 梅井民子
く金沢大医療技術短期大学部ン
幹細胞お よ び エ リ ス ロ ポ エ チ ン の増減 を考慮 し て ，
血色素濃度と骨髄像 の赤芽球比率 の相関 を， 骨髄像検
査を依頼 され た709検体 に つ い て 検討 した ．
幹細胞が 減少す る 白血 病や 骨髄腫 ， エ リ ス ロ ポ エ チ
ン 産生 が低下す る慢性腎不全な どで は ． い ずれ も赤芽
球比率 の 低下が み られ た ．
鉄欠乏性貧血 は， 血色素濃度と赤芽球比率に 負 の相
関が窺 われ ， エ リス ロ ポ エ チ ン が 貧血 に 応 じて増加 す
る と 考え られ た ．
溶血 性貧血 ， 無効造血 の 冗進 を伴 う巨赤芽球性貧血
や不応性貧血で は ． 貧血 が高度 で ， 赤芽球比 率の 著明
な増加 が み られ た ．
肝硬変症や続発性質血 で は ， 貧血の程度と赤芽球比
率 に 相関な く ， 貧血の 成 因の 複雑さ が示 され た ．
貧血例 で は ， 骨髄像で造血 細胞密度お よび 赤芽球比
率の 増加の有無 と その程度を知る こ と に よ り ， 病 態生
理 に 基ずく鑑別 が可能で あ る こと を述べ た ．
座長 三 輪淳夫く富山県立中央病院1
A12． 悪性 リ ン パ 腫 に お ける レ クチ ン組織化宇検 査 の
有用性 の 検討
0 前川 秀樹 ， 森 正 樹 ， 今村好章
黒 田 満彦く福井医大検査部I
非上皮性悪 性腫瘍 の レ ク チ ン組織化学に 関す る報告
は ほ とん どな く
，
悪 性 リ ン パ 腫 に 関 して は P N A が
Hodgkin 病の マ ー カ ー の 一 つ であ る と い う 報告 の み
で あ る ． 今回 我々 は レ ク チ ン組織化学 を種々 の リ ン パ
節疾患 に 応用 し ， そ の 有用 性 に つ い て検討し た ．
対象 は ， Hodgkin 病 3例 ． n o n－ Hodgkin 病18例 ，
反応性 リ ン パ 節炎 3例 ， 正 常 リ ン パ 節 3例で ， ホ ル マ
リ ン 固定パ ラ フ ィ ン 包埋 切 片 を用 い た ． レ ク チ ン は ，
ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 標 識 S T A， P N A， U E A－1，
R C A l， G S－1 ， M P A， S B A， W G Aの 8 種 類 く2 5
月 gノml を使用 した ．
P N A は， 単独染色で は全例陰性で あ っ た が ， ノ イ
ラ ミ ニ ダ ー ゼ処理 を行う こ と に よ り ， Hodgkin 病 3
例中2例 ， nOn － Hodgkin 病18例中11例 と高 い 陽性率
を示 した が ， 反 応性 リ ン パ 節炎や正 常リ ン パ 節で も陽
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性 を示 し腫瘍性病変に 特異的と は い えな か っ た ． 他 の
7 つ の レ クチ ン は腫瘍性病変で の 陽性率も低く ， 悪 性
リ ン パ 腫 の 指標 とな り う る も の は認 めら れ な か っ た ．
A13． 組織球系 マ ー カ ー の 検討
0 川畑圭子 ， 川 中 剛 ， 尾崎 聴
音 田小 夜子 ， 南比 呂志 ， 渡辺 躾七 郎
く国立金沢病院研究検査料1
亡目的コ悪性軟部腫瘍 の う ち 一 番頻度が 高 い の は悪性
線推性組織球腫くM F印 で あ るが ， 時に 診断 に 苦慮す
る 事が あ る ． そ こ で組織球 マ ー カ ー が どの 程度有効で
あ る か 検 討 し た ． 仁方法コ 組織球 マ ー カ ー と し て
Lyso zym e， a ．1－ antitry psinくA Tl， q －1－ a ntichym ot－
ry psin くACTl の 3抗体 くい ずれ も D A K Ol を使 用 し
A B C法で 染色 ． E結果コ 1 ． gra nulo m aな ど反応性に
増殖す る組織球で は ， 組織球 マ ー カ ー に よ く 反応 し，
特 に Lys o zym e に は 強陽性 に 染 ま っ た ． AT 及 び
A C T は それ よ り も染色性 は弱 い ． 2 ． 腫瘍性 の も の
は反応性の もの に比 べ る と染色性 は弱 く ， 線維性組織
球腫 2例で はい ずれ の マ ー カ ー も く－ 1． 悪性線維性組
織球腫 で は ， 陽性の も の は Lyso zym e416例 ， A T 31
6例 ． A C T 2ノ6例で あ っ た ． Lette re r siw eは 1例 の み
で あっ たが ， い ずれ の マ ー カ ー に も よ く 反応 した ．
3 ． M F H の鑑別診断 の補助 と して ， こ れ ら 3 者 の
マ ー カ ー は 有効 と言わ れ て い る が ， 我々 の結果で は余
り有効と は 吾え なか っ た ．
A 14． 乳癌組織 Estr oge nRe c epto r染色の た めの 固定
条件等の検討
0富田 小夜子 ， Jl 畑圭子 ， Jl伸 剛
尾崎 聡 ， 南比 呂志 ， 渡辺 麒七 郎
く国立金沢病院研究検査料1
津田宏信く同 外科1
E R，IC A キッ ト くDain abot 社ンの 使用 に あ た り ， 組
織の 固定条件や保存期間等に つ い て検 討 した ． 材料は
子 宮内膜及 び乳腺 を使用 した ． 摘出直後 の 検体 を採取
し凍結切片に して検討 した 結果 ， 以下の 結果 を得た ．
06種の 固定液 のう ち ， 30分 ま で で は ， 10％ Buffe r
ホ ル マ リ ン の 10分， 4％ P F A， Za mbo niの 30分が 良
好 ． く2124時間ま で の 長時間固定 で は Za mbo ni の み 有
効で 他の 固定液で は E R の染色性 は減弱 な い し は 消
失 ． 砂 E R活性は検体 を末固定 で病理室 に 捷出され る
か ぎり ， 数時間の室温放置く生食ガ ー ゼ 被覆1で も影響
は な く ，
－ 80
0
C保存で は長期間に保持可能． 砂子 宮内
膜 は全例 E R陽性 で その 9割 は gla nd に染 ま っ た ． 乳
腺 du ct で は100％染ま り ， 乳癌組織 で は D C C法と よ
会
く 一 致 ． 砂 ク リ オ ス タ ッ トを使 っ て の E R染色の 手技
は確立 し たが ， パ ラ フ ィ ン 切 片の も の で は未 だ不成
功 ． Za mbo ni 固定 で の 再検討や包 埋操作 の 検討で 更
に 追求 した い ．
A 15． き わ め て 多形性 に 富 む腰癌細胞 を腹水中に 認め
た B細胞性リ ン パ腰 の 1例
0 森 正 樹 ， 前 肛秀樹 ， 今村好章
黒田満彦く福井医大検査部
一 般的 に 多形性 を呈 す るリ ン パ 腫 は T細胞由来とさ
れ て い るが ， 今回 我々 は腹水中に き わ め て 多形性に富
む腫瘍細胞 を認 め た B細胞性悪性リ ン パ 腫の 1例を経
験 し た の で報告す る ． 患者 は83才 ， 男性 ． 白内障で眼
科入院中で あ っ た が ， 平成元 年 6月 ご ろ か ら 急に全身
状態 が悪 化 し ， 意識 の低下 と腹水の貯留 を認める よう
に な っ た ． 腹水細胞診 で は き わ め て多形 性 に富む核形
態を 呈 した 腫瘍細胞を認め ， 特 に著明 な分業傾向を示
す細胞 を多数認め た こ と か ら ， T細胞由来 の 多形性リ
ン パ 腫が 強 く疑わ れ た ． 腫瘍 細胞 は免疫細胞学的に
L C A が陽性で あ っ た が T ， B 両 マ ー カ ー に お い て反
応性が見 られ た為 その 細胞由来は明 らか に 断定出来な
か っ た ． しか し ， 表面 塾検索 に お い て は ， T 細胞系
マ ー カ ー はす べ て陰性 で ， B細胞系 マ ー カ ー の C D19
が7 6％， C D 22 が62％陽性で ，
一
ま た 細胞表面免疫グ ロ
ブ リ ン が ガ ， 43％， 〆 が93％陽性 を呈 した ． 以上 から
こ の 腫瘍 は B細胞由来 の 悪 性 リ ン パ 腫 と診断され た．
A16． 膵臓 原発の 内分泌成分と非内分泌成分と の 上皮
性混合腫瘍 の検討
0 野 々 村昭孝 ， 水上 勇治， 松原藤継
く金沢大病院病理執
木下 一 夫 く同 第二 外科
中沼安 二 く同 第二 病矧
症例 1 こ76歳 才 ， 肝内胆管癌症例 ． 剖検で膵休部に
偶然発見 さ れ た径約 1c m の腫瘍 ． 症例 2 ニ73歳早， 低
血糖発作 で 膵臓 ラ氏島腫瘍 と診断 され ， 手術に よ り摘
出さ れ た体部の 径約 1c m の 腫瘍 ． 両腫瘍 は共 に 緑綬
性被膜 を欠き ， 組織学的な ら び に 電顕所見 に よ りラ氏
島 ， 外分泌腺お よ び 導管細胞 よ り な る腫瘍 で あっ た ．
電 顕的 に は そ れ ぞ れ の細胞 に 種 々 の 移行像が観察され
た ． 免疫組織化学的に は 内分泌腺 は N S E陽性 ， その
多く はイ ン ス リ ン 陽性で あ っ た ． そ の他 グ ル カ ゴ ン．
ソ マ ト ス タ チ ン ， P P な ど本来 ラ氏島で見 られ る細胞
が少数混在 して い た が ， それ 以外の ガ ス トリ ン な ど内
分泌細胞 は陰性 で あ っ た ． 導管細胞 は C E A， サイ ト
ケ ラ チ ン 陽性 で あり ， 粘液の 産生 を みた ． 外分泌腺紳
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胞は CE A， サ イ トケ ラチ ン お よ び内分泌 ホ ル モ ン 陰
性であ っ た ． 結論 こ ごく ま れ な い わ ゆ る膵臓の 上 皮性
浪合腫瘍 を報告 した ． こ の 腫瘍 の存在 は ラ氏島が外分
泌腺や導管 と同 じ母細胞 か ら 発生 す る 事 を示 して い
る ．
座長 藤 田信 一 く金沢大学I
A 17． Ha e m ophilu sinflu e n z a eの 生物塾の 臨床的細
菌学的検討
0早瀬 満 ， 寺畑薯朔 く金沢医大臨床病理ン
池端 隆く同 中央臨床検査部ン
1989年 1年間 に 当院中央臨床検査部 で分離 さ れ た
H．influ e n z a eの生物型 を kilia nら の 変法に よ り 同定
した ． 分離菌株 のう ち同 一 症例の 同 一 検体 由来同 一 型
は初回分離株 を対象 と した ． 360例由来 の ベ 409株 の生
物型と検体別分離頻度 ， 薬剤耐性率 ， 分離症例 の年
齢， 同時分離菌種 お よ び喀疾由来14 0株 は 分離菌量 ，
炎症細胞診と の関係 も み H． influ e n z a eの生物型 の意
義を検討 した ． 全409株 の 生物型は 廿型 が154株37．7％
と最も多く ， 次 で m 型94株23．0％， 工型67株16．4％と
続き耶 型 ， W 塾 ， 用 型 は少な か っ た ． 分離症例 の年齢
との関連で は全年代で H型が 多か っ た が 6 － 15歳で 工
型が多い 傾向に あ っ た ． A B P C耐性株 は工工， EI塾 に 多
くI型 で は1．6％に す ぎなか っ た が 噂疾 の分離蘭量 ，
炎症細胞診と の 関連で は 工型は V型 と共 に 強 い 炎症が
示唆され る検体 よ り 10ソml 以 上分離さ れ る頻度が 高
かっ た ． 工型 が 血清型b型で ある頻度 の 高さ が 指摘さ
れてお り ， 今後 と も 工 型 の 動向 に 留意 す べ き で あ ろ
う．
A 18． 上部消化管病変 に お け る Helic oba cte rp ylo ri
に つ い て
0 柴田淳子 ， 水落富士 代く城端厚生病院検査部I
根井仁 一 く同 内科I
早瀬 満く金沢医大臨床病理ン
1989年 3月よ り1 990年5月 ま で に 当院で 胃内視鏡検
査を 受 け た 男1 12名
，
女9 8名計212例 を 対象 と し
Helic oba cte rp ylori の 意義 を検討 した ． な お の べ 検
査回数は214回 で検体 は生検後 Skirrow 培地く極熱 に
塗布 し微好気培養 し u r e a seな ど の 性 状 よ り H．
pylo ri と 同定 した ． H ． p ylo ri の 陽性率 は培養よ り 鏡
検で検体数が多い ほ ど高 い 傾向 に あ っ た ． 上 部 消化管
疾患別培養陽性率 は胃潰瘍62． 5％
， 十 二 指 腸潰瘍
87．5％， 急性胃炎33．3％， 萎縮性胃炎40．2％， 切除胃
37．5％で正 常胃で も27．3％陽性であ っ た ． 上 部消化管
疾患を合併 し易 い 腎不全例で は 内視鏡的 に 異常例 は少
な く陽性率も低率で あ っ た ． 胃液 pH 別陽性率 は多く
の例 の胃液は pE 4 と 5に あり ， 陽性率も こ の p王i 域
で 高率で特に pH 4域の 胃潰瘍例 は全例陽性 で あ っ
た ． 急性胃炎 ， 萎縮性胃炎 ， 切 除胃や腎不全例 で低率
で 正 常胃 で も 陽性例が あ っ た が ， 胃潰瘍 ， 十 二 指腸潰
瘍 で は高率で あ り ， H ． p ylo ri は上部消化管病変 に 関
与 す る 一 因子 と 思わ れた ．
A 19． 細菌検査装置 セ プタ ー シ ス テム に よ る嫌気性菌
の同定成績 に つ い て
0 坂 本純子 ， 大門良男， 松 田正 毅
桜川信男く富山医薬大検査部I
坂本意市， 小西健 一 く同 紙蘭学免疫学I
一 枚の パ ネ ル で同定 ． 薬剤感受性検査 が可能 なセ プ
タ ー パ ネ ル 嫌気性薗用くBe cto nDickin s o n社いこつ い
て ， 臨床分離株48株 を 用 い て 同定検査 の 検討 を行 っ
た ． 従 来 法 と の 比 較 で は ， Bacteroides 属2 8株 ，
Veillo n e11a 属 5株 は100％の 一 致率 を示 した が ， 多く
の菌株は追加試験 を要 し た ． Pepto str epto c o c c u s属
15株 に お い て は 一 致 した も の は認め な か っ た ． 追加試
験 ， 不 一 致 の理 由は ， B ． fr agi1is で はア ラ ピノ ー ス ，
B． thetaiota o mic ro nで は デ ン プ ン加水分解と サ リ シ
ン の 反応が 起因し ， さ ら に Pepto strepto c o c c u s属 で
は ， 特徴的 な鑑別点が無 い た め で ある と推定さ れ た ．
また ， 血液培養陽性例くB． fr agi1is 5例1に つ い て 直接
同定を試み た と こ ろ ， 追加試験 を要す るも の の ， い ず
れ も正 し く同定 す る こ と が 可能 であ っ た ． 従 っ て ，
デ ー タ ー ベ ー ス ， 一 部の 生化学性状の 改善に よ り ， よ
り高い 一 致率が 期待で き る こ と， 同定 ■ 薬剤感受 性成
績 を同時に 得 ら れ る こ と か ら有 用 で あ る と 考 え ら れ
る ．
A 20． パ ソ コ ン を用 い た薬剤感受性試験の 検討
0 福永寿晴 ， 寺畑書朔く金沢医大臨床病理I
山崎美智子 く同 中央臨床検査部I
パ ソ コ ン を用 い 薬 剤感受性試験 に お ける 細菌の 発 育
阻止 円く以下阻止円I を計測す る た めの ア ル ゴ リ ズ ム
に つ い て 検討 した ．
仁方法コ 阻止 円 辺繚 の 認識 こ い デ ィ ス ク の 中JL－よ り
半径 を 1 ドッ ト く0．4m ml ずつ 増加し ， 各円 周 毎 に 濃
度 の 平均と標準偏差 お よ び ， こ れ ま で 計算に 用 い た 全
て の 画素の 平均値と標準偏差 を求め ， 平 均値の 変化 を
計算す る ． 21 阻止 円辺 縁の 判定は平均値の 変化が 一
定 の 条件を 満た した と き と した ．
亡結果 ． 考察コ 1う 同 一 条件 で 作成され た阻止 円の 計
測 で は肉眼判定 よ り も パ ソ コ ン が 高 い 再現性 を示 し
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た ． 2う 計測値 の 比 較で は発育 のよ い 菌株 で は 長く 一
致す る が ， 発育 の悪 い 菌株や阻止 円が 2重 また は 3重
を示 す 場合に は パ ソ コ ン の方が 低 く計測 す る傾向が見
られ た ． こ れ は ， 肉眼判定で は認識 し得 な い 僅 か な菌
の発育 でも 敏感 に 反応す る た め で あ り ， 特 に 阻止 円が
明瞭 で な い 場合 に は肉眼判定 よ り も 正確 な計測 が可能
で あ る こ とが 示 唆さ れ た ．
A 21． オ ー ダリ ン グ シ ス テ ム に よ る 細菌検査に つ い て
0 大門長男 ， 坂本純 子 ， 松 田 正毅
桜川信男く富山医薬大検査部ン
坂本憲市， 小西健 一 く同 細菌学免疫学1
林 隆 一 く同 医療情報部1
山本恵 一 く同 第 1 外科1
近年 ， 診療情報の 一 元化 ， 各業務 の有機的結合 を図
る た め ， 病院情報シ ス テム を導入 す る施設が ふ え て い
る ． 本院 に お い て も1987年 に 導入 が決定 さ れ て以来 ，
検討が 重 ね られ ， 診療予約 ， 処 方 シ ス テ ム に つ い で
1990年 3月 よ り細菌検査 を含 む検体検査 シ ス テ ム が稼
働 を始 め た ． 本 シ ス テ ム の稼働 に よ り ， 従来は 繁雑で
ミス の発生 しや す い 検体受付 ， 培地 へ の 患者属性等の
記入 ， 管理台帳等の作製 に と も な う 事務作業 の省力
化 ， と も す れ ば遅れ が ち の 結果報告あ る い は検索の 迅
速化 ， 精度向上 を認 めた ． 一 方 ， 図形の 入 力が 出来な
い こ と ， コ メ ン ト情報の 減少 ， 統計作業 は医療情報部
で の バ ッ チ処 理 を行わ な くて は な ら な い こ と か ら ， こ
の面 の改善が必要である ． しか しな が ら ， シ ス テ ム 化
に よ っ て 報告の迅速化 ， 業務 の省力化を図る こ と が で
き た こ とか ら ， 今後 は こ れ ら の デ ー タ の 蓄積 を臨床 に
い か に フ ィ ー ド バ ッ ク し． 有効 利用 す る か に つ い て 努
力 を払わ な く て はな ら な い ．
B会場
座長 奥村次郎く金沢大学1
B l． 当院の 時間外緊急検査の 現状 と問題点
0 中村 均 ， 本郷忠彦 ， 高柳 甲立
く富山市民病院中央研究検査部1
当院 の時間外緊急検査 は S ． 4 7年か ら 日直 ， 54年 か
ら 当直制 の実施 によ り体系化 し ， 現在ま で に 検査項目
の拡充 も何度 か行 っ て き た ． 検 査件数も S ． 63年度か
ら特に 増加傾向を示 し， 項 目別 で は 血 液 ガス と 血糖が
最も多く ， 次 に 血算 ， 電解質な どの 順と な っ て い る ．
当直時間帯 に お け る検査件数 は17時台と 6時か ら 7時
台 に 多く ， 診療科別で は 工C U， 救 急， N IC U， 手術室
か らの 依頼 が多 い ． 次 に ， 時 間外検査 に 関 す る ア ン
ケ ー トで ， 医師か ら は お お む ね評価 され て い る が ， 新
会
た に 要望す る 検査 は約2 0項目 に も上 っ た ■ 技師側は
，
件 数の 増加 に 加 え 時間外の剖検 や検査 の 問い 合わせ
げ 一 夕 ー ， 採血量や 方法1 な ど を負担 と感 じて い る
他， 検査項目の 見直 しに つ い て は ， 消 極的な意見が多
か っ た ．
卜診療支援重視型検査J を目指す中で当院の時間外検
査の統計 と ア ン ケ ー トの 結果な どか ら ， 現状と問題点
に つ い て考察 し た ．
B 2． パ ソ コ ン ネッ トワ ー ク を用い た緊急検査 シ ス テム
0 山下和夫 ， H A促進委員会 ， 津川龍三
く金沢医大中央臨床検査勒
開院以来患者数の増加 に伴 い ， 陳床検査 の依頼が著
しく多く な っ て 来た ． 我々 は病院全体 の シ ス テム 化が
成 され て い ない 現状で ， 検査結果 を30分以 内に 報告出
来 る シ ス テ ム を目標 と し ， 検体検査全体の ス モ ー ルモ
デ ル と し て ， 緊急検査部門 をパ ソ コ ン ネ ッ トワ ー クを
用 い て シ ス テ ム 化 し た ． 生化学分析器 は パ ソ コ ン から
オ ー ダリ ン グ可能 な 日立7150， 血液分析器 は既存の東
亜 E2000を使用 した ． パ ソ コ ン は P C．9 801RA 4台，
L A N は B 4670 IIくN E Cl， O C R はN6370 Um
くN E Cl を使用 し ， サ ー バ ー に は 340 M Bの ハ ー ドディ
ス ク を 2台装備 さ せ た ． ソ フ ト作 成 に は C 言語を用
い ， 検査部貞自 らが 開発 した ．
O C R や L A N を利用 した 結果， 分散処 理が 可能と
な り ， 30分報告 を ほ ぼ満足さ せ る シ ス テ ム と な っ た ．
また
， 本 シ ス テ ム は処理 時間 ， 操作性 ， 経済性 を充分
考慮 し てあ る た め ， 小規模病院に も採用が可能である ．
B 3． 当院緊急検査 シ ス テ ム の 使用 現況
一第 1報 －
0 ノJl堀泰 史， H A促進委員会 ， 津川龍三
く金沢医大中央臨床検査鮒
当院で は 年々 緊急検査 へ の依頼数 が増加 し ， 検査依
頼が集中す る と結果報告 ま で に 時間が か か り緊急検査
本来の使命が果た せ な い 状況と な っ て い た ． 検査状況
の把握 と転記作業 の 多さ は時と して 測定も れ や転記ミ
ス
， 電話報告 もれ を引 き起 こ す 事さ え あ っ た ． これを
解消 す る た め に 昨年度 よ り パ ソ コ ン を使用 した緊急検
査 シ ス テ ム の 運用 を開始 し た ． Ve r． 1 で は転記作業を
な く し， Ve r． 2 で は検査機器 へ の オ ー ダリ ン グにより
測定漏れ を な く し， Ve r． 3 で は受付 と検査 に 別々 のパ
ソ コ ン を用い る こ と に よ り ， 依頼 が集中す る時間帯で
も受付作業 と検査業務 を独立 して行 える よ う に した．
更 に O C R の導入 に よ り受付業務の 軽減 を図っ た ． ま
た
，
電話回線 に よる デ ー タ転送は 集中治療室等 へ の電
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詰報告を自動的 に 行うた め ， 迅速な 報告が可能 と な っ
た ． 一 方 ， 当直者は操作 に 習熟す る こ と は困難であ る
が ， ウイ ン ド ウ を用 い た プ ロ グ ラム は高い 操作性 を有
してお り ， 簡単 に 操作 が で き る ．
B4 ． 検査 シ ス テム に お ける マ ン ． マ シ ー ン イ ン タ ー
フ ェ ー ス
0 田 中 佳 ， H A促進委員会 ， 津川龍三
く金沢医大中央臨床検査部1
緊急検査 は受付か ら報告ま で多 く の作業 ス テ ッ プ が
あり複雑で あ る に も か か わ ら ず， 迅速 で かつ 専従者以
外で も ミ ス な く 業務 を行う こ とが 要求 さ れ る ． 我 々
は， 多く の情報が必要 に 応 じて わ か り や す く表示 さ れ
て， 作業の流 れが 的確 に 把握で き る こ と を開発理念と
しウイ ン ドウ を使 っ て シ ス テ ム を作成 した ．
ウイ ン ドウ は ， 多彩 なメ ニ ュ ー や種 々 の色 を用 い た
画面 を重ね書き す る こ とが で き る為 ， 操作者 に 必要な
情報や適切な指示 を容易 に 与 える こ と が で き た ． それ
に よ っ て緊急検査 に なれ てい な い 当直者で も ， 戸惑い
なく業務が行え る シ ス テ ム が 作成 で き た ．
ま た シ ス テ ム 開発者自身 が操作者 で あ る為 T R Y
良E R R O R を繰 り返す こ と に よ り ， よ り マ ン マ シ ー ン
イ ン タ ー フ ェ ー ス の長 い シ ス テム が作成 で き た ．
座長 長谷川俊雄く福井医科大学1
B 5． 検査結果報告に 於 け る ペ ー ジプ リ ン タ の有用 性
0竹内篤 子 ， H A促進委員会， 津ノl卜龍三
く金沢医大中央臨床検査部1
検査部門の シ ス テ ム 化 に 伴 い プリ ン タ に よ り結果報
告書を作成す る 機会 が増 え て い るが ， 通常用 い ら れ て
いる ライ ン プ リ ン タ や シ リ ア ル プ リ ン タ で は ， 表現
力 ． 経済性 ． 所要時間等に 問題点が あ る ． 当検 査部 で
は． ペ ー ジ プ リ ン タ を 一 部の報告書出力 に 導入 して い
るが ， 表現 力が 非常 に 高く しか も高速 な た め検体情
報 ． 検査項目名 ． 正 常範囲 ． 単位 ■ 結果 ． コ メ ン ト 等
多く の情報 を見や す く 短 時間で印字 で き る ． 従 っ て ，
印刷用紙に 出力す る 場合に 較 べ
，
印刷費が 節減で き ，
報告形態の変更等 に も 柔軟か つ 迅 速 に 対応が で き る ．
またカセ ッ トの 交換の み で 用紙 を使 い 分 ける こ と が で
き， 1台の プ リ ン タ で 多種類の 報告書出力が容易に で
きる ． ペ ー ジ プ リ ン タ は シ リ ア ル プ リ ン タよ り高価 で
あるが
，
こ れ らの 利点 を考慮す れ ば経済性 に も優れ て
い ると思 わ れ る ．
本法は臨床側か ら も高い 評価 が得 ら れ て お り ， 他の
報告書も同様 の形式 に して 欲 しい と の 要望が 強く ， 現
在作業を進め て い る ．
B 6． 病 院総合 シ ス テム と リ アル タイ ム 処理 検査 シ ス
テ ム の接続
0 山地裕子 ， 浜井由紀子 ， 吉 田郁子
柴 則子 ， 内記三 郎， 松 田正 毅
新谷憲治， 桜川信男く富山医薬大検査部1
日貪三雄 ， 林 隆 一 く同 医療情報部1
山本恵 一 く同 第 1外科1
宮田俊彦く東芝医用 シ ス テム1
小山洋正く日本 工 BMI
富山医薬大病院検査部で は病院 ト ー タル シ ス テ ム の
一 環 と して199 0年3月よ り検査部 シ ス テ ム の運 用 を開
始し た ．
検査部 シ ス テ ム の マ ス タ ー は診療シ ス テム ， 検 査部
ホ ス ト業務 ， ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の 3部 に 分か れ て お
り， これ に よ っ て 極 力プ ロ グ ラ ム の 修正 を行わ ずに マ
ス タ ー メ ン テ ナ ン ス のみ で種 々の 変更に 対応で き る よ
うに し た ． 検査オ ー ダは発生源入力と し又 ， 検体採取
支援情報 を載せ た検体採取ラ ベ ル の使用 に よ り ， 検体
採取作業 ミ ス 及 び 採血量不足 が減少 した ． 検体受付 シ
ス テ ム の 開発 で 検体受付作業 ミ ス の減少， 検査オ ー ダ
情報の リ ア ル タイ ム 送受信が 可能 とな っ た ． 検査支援
情報 を載 せた バ ー コ ー ド の 発行 ， 及 び ワ ー ク ス テ ー
シ ョ ン に O Sノ2 を用い て オ ー ダ情報の 受信 ， 測定値の
Q． C． ， 検査結果の 送受信を リ ア ル タイ ム 処理 す る こ
とで作業の軽減 と短縮が計ら れ た ．
B 7． 検体受付 シ ス テム の 開発， 導入
0 野 手良剛， 桑原卓美， 川 島 猛
谷 み ね 子 ， 内記三 郎， 松 田正 毅
新谷憲治， 桜川信男く富山医薬大検査部1
数井 進 ， 石 田達樹， 林 隆 一
く同 医療情報部j
山本恵 一 く同 第 1外科I
小山洋正く日本工 B Ml
いまじめ にコ 当施設 では ， 血 液 ． 血 清 ． 生化学部門の
オ ー ダリ ン グ シ ス テ ム く発 生源 入 力1対応型検体受付
シ ス テム の 開発 ． 導入 を行 っ た の で 報告する ．
亡目的コ い 採取容 器の 種類と本数の 自動照合 ． 2ウ
イ ンク ジ ェ ッ トプ リ ンタ ー 利用 に よ る採取容器 と 検体
分離容器 へ の 検体番号 ． 検 査 支援情報の 自動印字 ．
3 Iホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ ダ ウ ン 時に お ける受 付業務の
遂行 ．
亡シ ス テ ム の 概要コ0 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ ロB M．
3083い3ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン りB M－5540い3 ワ ー ク ス
テ ー シ ョ ン く日 立－B 16 E X甘Ha サ ー バ ー く日 立 －
B16 E XIIlく9ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンく日 立 － B 16L Xナ命 日
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立イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ ー くF X．S 型1． 母に よ り
オ ー ダ情報 をQか ら珍 を介 し R S2 32C通信 でゆに 受
信 し ， さ ら に 魯で オ ー ダ情報 をゆか ら 受信す る ■ 検体
牌取容舅割 と検体分離容器 を受付機 に セ ッ ト し予 約
ナ ン バ ー を入 力す る と光 セ ン サ ー で 本数の 自動照合 を
行い 検体番号 を発番 し， 笹で 検体番号 ． 検査支援情報
の自動印字 をす る ． こ う して検体番号 の つ い た患者別
オ ー ダ情報 はせか らゆそ して砂 ， 砂， 0の順 に 送信 さ
れ る ． また 乱 el， 61の 相互 通信 に は M S－N E T を用
い た ．
ほ と めコ い 検体受付業務の 迅速化 ． 省 力化 を達成
した ． 21 安全確実な受付業務の 遂行 を可能に した ．
B 8． マ ル チ タ ス ク くO Sノ21 を用 い た デ ー タ処理 シ ス
テ ム の開発
0 細谷孝子 ， 佐竹伊津子 ， 林 史朗
奥田忠行 ， 内記三 郎， 松 田正 毅
新谷憲治， 桜川 信男 く富山医薬大検査恥
本多 了 ， 林 隆 一 ， く同 医療情報鮒
山本恵 一 く同 第 1外科1
辻堂和彦 く東芝医用 シ ス テ ム1
小山洋正 く日本I B Ml
くは じ め にン
検査 シ ス テ ム の 導 入 に あ た り ， マ ル チ タ ス ク オ ペ
レ ー テ ィ ン グシ ス テ ム くO Sノ21 を用い た リ ア ル タ イ ム
デ ー タ処理 シ ス テ ム を開発 し た の で報告す る ．
くシ ス テ ム の機能ン
1 ． 一 画面 で ， I D管理 ， リ ア ル タ イ ム QC， 分析管
理 を行 い ， エ ラ ー 表示 ， 前 回値 表示 ， デ ー タ修正 機能
をも つ オ ン ラ イ ン モ ニ タ
ー を開発 した ． 2 ． 分析機 と
の オ ン ライ ン 中に お い て も ， オ ン ライ ン モ ニ タ
ー
， 業
務選択画面 ， ホ ス ト端末画面の 3画面が同時 に 使用 で
き る ． 3 ． 分析機障害時 の対応 く代替一機能 が あ る ．
4 ． 通信状況 が把握 で き る モ ニ タ ー が あ る ．
くま と めラ
マ ル チ タ ス ク 機能 に よ り ， 一 画面 で 業 務可能 と な
り ， 大 き な省力化 と な っ た ．
座長 橋本琢磨く金沢大学1
B 9． 血 中ア ン モ ニ ア 測定 に お け る問題点
－ア ミ ノ 酸輸液製剤の 影響 に つ い て －
0 八 十田 美樹 ， 油野 友 二 ， 山本 豊
入 道秀樹 く金沢赤十字病院中央検査部1
重症肝障害及び そ れ に 伴う 肝性脳症 に お い て ， ア ン
モ ニ ア測定が 重要視 さ れ てい るが ， 今 日治療 に 必要と
さ れ る ア ミ ノ酸製剤が 一 部 の測定方法 に お い て 負の 干
渉 を示 す と の報告が あ っ た ． そ こ で 今 回 Indophe n ol
法， 酵 素法 ， 微 量拡散法 の 3 法 に お い て 検 討し てみ
た ． in vitr o の 検討と して ア ン モ ニ ア標 準液 に 2種の
肝性脳症改善ア ミ ノ 酸製剤を各々 段階的に 加 え3法で
測定 し た結果 ， Indophe n ol 法 で は明 ら か に 低下 を示
し ， 他 の 2法 は影響 を認 めな か っ た ．
一 般的ア ミノ酸
製剤 を 用 い た検討で も同様の結果で あ っ た ■ 各製剤成
分中の ロ イ シ ン ， 及 び 一 部の ア ミ ノ酸 の 関与が推測さ
れ る ． ア ミ ノ 酸製剤使用 中患者 の血中ア ン モ ニ ア値を
Indophe n ol 法 と Dryche mistry 法 で 比 較 す る と ，
Indophenol法 が有意 に 低値 を示 した ．
Indophe nol 法で は ア ミ ノ酸製剤 に よ り 負 の 干渉を
示 す為 ， 病態 の 改善以上 に よい ア ン モ ニ ア 値 を示 す事
が 懸念 さ れ る ．
B lO． 酸 ニ ン ヒ ドリ ン 法 に よ る血寮中シ ス テイ ン ， シ
ス テ ン 測定の 検討
0 長谷川俊雄， 森河 浄 ， 黒 田満彦
く福井医大検査師
酸 ニ ン ヒ ド リ ン法 に よ る ， 血 祭中の フ リ
ー シ ス テイ
ン くCyS Hl， シ ス チ ン くCyS Sl 及び蛋白結合シ ス テイ
ン くP－Cyslの 一 斉分析 に つ い て検 討 した ■
CySS は Na2C O， で pH 8－ 5
句 9 ． 5に 調 整後 ，
Dithiothr eitol で CyS H に 還元 して 測定 した ． また
N－ethylm aleimide に よ るサ ン プ ル ブ ラ ン ク の操作を
加 え た ．
本法 の 同時再現性くC V， N ニ 岬 1．3 へ 2－3％， 日差．
再現性 くN ニ 即 0．8へ ぺ ．2％， 直線性 0
旬 50叫 m olノl，
添加回 収試験95へ 108％と 良好で あ っ た ．
本法 に よる 健常者く男性21例 ， 女性 9例 ， 平均年齢
30．1歳1の 測定値くm ea n士S Dl は ． CyS H 13．0士5．39
p m ol11， CyS S 37－4士4．89JL m Olノ1， P－Cys1 38．3 士
19．0叫 m olノml と なっ た ． 腎不全患者 慣性 7飢 女
性11例 ， 平均 年齢6 9．4歳1 で は ， CyS H 2 9．4 士1 4．01
FL m Ol11， CyS S l12．04士35．00p m ol11， P
－Cys225．3
士65．51メノ m Olノml と なっ た ■
B ll． 日立705に よ る フ ル ク トサ ミ ン テ ス ト トロ シ ュJ
H の 基礎的検討
0 市川 一 栄 ， 奥村次郎 ， 笹島正
一
堀田 宏 く金沢大検査動
橋本琢磨 ， 松原藤継 洞 臨床検査医劉
フ ル ク トサ ミ ン く以 下 F R Aナ測定試薬 は従来
一 次標
準物質 と して 1－de o xy，1－ m O rphorin ofr u cto seを使用
し て い たが ， これ は F RA と 反応速度 が異 な る こ とが
指摘 さ れ て い た ． 今 回 一 次 標 準物 質 を glycated
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polylysin e に 変更 す る と 同時 に 乳 ビや 尿酸の 影響 を 回
避する試薬が開発 され た ． 私達は こ れ を 日 立7 05を 用
い て検討 した の で 報告 す る ． 目 差及 び 同時再現性 は
CV が ほ ぼ 2％以 下と 良好． 共存物質の 影 響は どリ ル
ビン ， ヘ モ グロ ビン ， 乳 ビ ， 尿酸は 正誤差 で ， ア ス コ
ル ビ ン酸は 負誤差 を認 めた ． 又血清 と血祭の F R A値
は NaF 血梁で 血清 に 比 し低値 で有意差 が あ っ た
くpく0．0011． E D T A－2 K血祭 で は血 清 との 有意差 は な
かっ た ． 21歳 へ 64歳正 常男女で 求 め た正 常参考値は ，
221 卑 284ノJ m Olハ だ っ た 一 以 上 か ら本試薬 は迅速性，
再現性 ， 安 定性等 で す ぐれ ， 日 立7 0 5で 使 用 可能 で
あっ た ． しか し ， 共存 物質の 影響の 臨床的解釈 に つ い
ては， 検討の 余地がある と思 われ ま す ．
B 12． 電子 ス ピ ン 共鳴装置 － ス ピ ン ト ラ ッ ピ ン グ 法を
用 い た 活性酸素消去能測定の 基礎的検討




電子 ス ピ ン 共鳴装置 くE S R， 日 本電 子 製JES－R El－
Xl－ス ピ ン トラ ッ ピ ン グ法 を用 い て 活性酸素種 の う ち
ス ー パ ー オ キ サイ ド く0言ンお よ び ヒ ドロ キ シ ラ ジ カ ル
く．0印 を中心に そ の 消去能測定の基礎的検討 を行 な っ
た ．
0言 の 測定 に は
，
ヒ ポ キ サ ン チ ン ー キサ ン チ ン オ キ
シダ ー ゼ を用 い て 0言 を発生 し ， フ リ ー ラ ジ か レ ． ス
カベ ン ジ ャ ー と ス ピ ン ト ラ ッ プ剤 D M P O との競合反
応を利用 し， 生成 した ス ピ ン ア ダク ト を E S Rで 測 定
した■ ． O Hの 測 定に は ， H202－Fe2＋ で ．O H を発 生
し， ス ピ ン ト ラ ッ プ剤 は T M P Oを使 用 した ． 活性酸
素消去能 の比較 に は ， フ リ ー ラ ジ カ ル ． ス カ ベ ン
ジャ ー を加 え ない も の を消去率 0％ と して 行 っ た ．
S O D， セ ル ロ ブラ ス ミ ン は 0言 に ， エ タ ノ
ー ル は
．O Hに
， ア ス コ ル ビ ン 酸オ キ シ ダ ー ゼ ． ア ス コ ル ビン
酸は両 方に 活性酸素消去能 が認 めら れ た ．
今後， 臨床材料に つ い て も ， 広く 利用 しう る よ う検
討を進め て行き た い と 考え てい る ．
座長 小 西 童子 個 立金沢病院1
B 13． Sys m e xPA M I A－10 に よ る C E A測定 の 基礎的
検討と そ の 評価
0 浅香敏之 ， 中川 志津子 ， 高岡幸子
唐木清利 ， 小 西 杢子
く国立金沢病院研究検査料1
近年， R工A法 に 代わ る腰瘍 マ ー カ ー 測定が 種々 開発
され て い る が ， 今 回 Sys m e xP A M I A－10を 用 い た
CI A法に よ る C E A測定 に つ い て検討 し た ． CI A法と
は
，
ラ テ ッ ク ス 凝集反応 の 個々 の 粒子 に シ ー ス フ ロ ー
で レ ー ザ ー 光 を照射 し， 散乱光に よ り大き さ を反 映す
る 粒度 分布 を作成 し， Polym e rノPolym e r＋ M onom er
値 を求 め濃度 を得る方式で ある ． 仁結果コ 希釈試験 で
は0．1へ 1000ngノml ま で直線性があ り ， 最小 感度 は
0． 1ngJml で あ っ た ． 同時 再現性 は C． V． 1 ． 5 へ
2■3％， 日差再現性 は4．47ル 9．32％で あ っ た ． 添加 回
収試験 は70句 104％であ っ た ． 干 渉 物質の 影響 は H b
200m gノdl， R F 400I Ulml， どリル ビ ン 15ngldl まで は
影響 はみ られ な い が ， 高 トリ グ リセ ライ ド ， イ ン トラ
リ ボ ス は正 の 誤 差と な っ た ． R工A 法と の 相関 は rニ
0．97で あ り相関図 y ニ 3 ．2x － 0．09 とな り ， 解離例 も認
め な か っ た ． 仁ま と めコ C工A 法は 高感度 ， 高精度 で
C E A測定が可能であり ， 操作も簡便であ り ， 省 力化
を可能 に す る ．




西部万千子 ， 大場教子 ， 山森住江く金沢大検査 酌
松原藤継く同 臨床検査医学1
亡目的コ 血 中 プ ロ ラ ク チ ン げR LI の 測定 に は ，
Radioim m u no a s s ayくRI Al法や Im m u n o r adio m etr－
ic a ss ayくI R M Al 法が広く用 い ら れ てい る が ， 自動化
が 困難 ， 施設の 制約 を受 ける 等の 欠点が ある ． 今 臥
我々 は no nis otopic 法で あ る全自動 エ ン ザ イ ム イ ム
ノ ア ッ セ イ 装置 A I A1200に よ り P R Lを測定す る機
会を得 ， 基礎 的検討 を行 っ た ． 本 シ ス テ ム は
， 全 行程
が自動的 に進行し ， 約 1 時間で 結果が得ら れ る ．
亡結果コ 3種類 の 患者血清に よる 同時再現性と ， 2種
類 の 管理 血 清 に よ る 日 差再現性 の C V はい ず れ も
4．4％以 下で あ っ た ． 添加回収率試験は ， 平 均10 7．4％
で あ っ た ． 共存物質 と して ， ヒ リ ル ビン ， ヘ モ グ ロ ビ
ン
， 脂質を加 え測定 した結果 ， い ず れ も影 響 は み られ
なか っ た ． 希釈試験 に 関し て は ， 67へ 330ngノml の 4
検体で ほ ぼ直線性 を示 した ． 本法と I R M A法 と の 相
関関係 は ， r ニ 0．983， y ニ 1． 732x＋ 5．312で あ っ た ．
M e a n士2S Dに て 求 め た 参考 基準値 は ， 男性2 ．8 へ
14 ．6， 女性3．0へ 32．2ngノml で あ っ た ．
B15． 補体価の 迅 速測定法 に つ い て
0 森田絹代 ， 高村利治， 千 田靖子
く金沢大検 査部1
橋本琢磨 ． 松原藤継く同 臨床検査医学j
血 清補体価 は ， ワ ン ポイ ン ト C H 50 が開発 され て か
940
ら比較的簡単に 測定 で き る よ う に な っ た ■ 今 臥 我 々
は従来 の反応時間が60分の も の く汀 朝ナ か ら10分に 短
縮 さ れ た改良 ニ ュ ー ワ ン ポイ ン ト C H 50く汀
一 川 の 基
礎的検討 を行 っ た ． く1洞 時お よ び 日差再現性 は変動係
数が0． 卜 2．7％と 良好であっ た ． く2懐 算表 の S字状曲
線 の 傾 き を0．20 か ら0．27に す る こ と に よ り 一 点い 直線
性 が得 ら れ た ． く311 T 牒0 との相関 は r
ニ 0．959， y ニ
1．1x － 2．3． M aye rl12．5法 と で は r ニ 0 ．973， y
ニ
0，97x 十0．88 と共 に 良 好 で あ っ た 一 価 臨床参考値 は
IT．60 と 同様であ っ た ． く引反応液 の 温度が プ ラ ト
ー に
達す る ま で に 7分を要 し ， 3分後 に 反応 を停止さ せ る
た め ， 10分間の 反応時間を正 確 に 守 る こ と が ， 操 作上
の注意点と し てあげら れ る ■
本法 は操作 が簡便であり ， 特 別な装置 を必要 とせ ず
短 時間で結果が得 られ ， 日 常検査に 十分有用 で あ る と
い える ．
B 16． P E G沈澱物補体消費試験 に よ る 血中免疫複合
体測定の 基礎的検討
0 川城昭代 ， 荒井克雄 ， 京谷征三
く国療富山病院研究検査う帥
米村悦子 ， 三 嶋武美 ， 石見為信
小西杢子 く国立金沢病院研究検査ヨ帥
く目的I ポリ エ チ レ ン グリ コ ー ル 沈澱物 の補体消費試
験 によ る血 中免疫複合体測定法くP E G－C C 掛 に つ い
て 基礎的検討 を行い ， 日常検査法 と し ての 利用 の 可能
性 を考 えた ． く 方法 ンP E G－C C法 は手嶋ら の 方法 に 従
い ． 他 に 抗 C．すE LIS A法くク ラ レ1 を能書 に 従 い 用 い
た ． く結果I l 精度O P E G－C C法 の 同 時再現性 は
C V 4．8旬 12．8％． 砂熱ア グ リ ゲ イ ト ヒ ト グロ ブ リ ン
に よる 希釈試験で は ， 直線性が 得 ら れ た20
へ 1 0伸 gノ
ml が測定域 と考 え ら れ た ． 2う 健常者1 01人 の
pEG－C C値 か ら基準値 は29．0％以 下 と考 えた － 31 患
者24例 に お い て ， C H50 値 と の 間 に 負 の 相 関 くr
ニ
0．3引 が 得 ら れ た ． り 患者74例 に お い て ， 抗 C吋
E LIS A法と 同等 の 感度が得 られ た く一 致率 ニ 7 3％1－
ま た ， 解離例 の う ち慢性関節リ ウ マ チ 2例 は い ずれ も
PE G．C C法の み陽性と な っ た ． く ま と め ンP E G
－C C
法 の 精度 は ほ ぼ 良好 で ， 抗 C吋 E LIS A法 に 比 べ て
IgM ク ラス の 免疫複合体 をも測定 し得る こ と か ら ， 臨
床的 に 有用 な 方法で ある と 考え ら れ た 一
座 長 森河 浄く福井医科大学1
B 17． H C V抗体陽性患者 に お ける 肝機能検査成績 の
解析
0加納孝弘， 祖 父江寓由貴 ． 井村敏雄
．ム ．
貫
森河 浄 ， 黒田 満彦 く福井医大検査恥
HCV 抗体測定 の依頼 のあ っ た 外来患者205例く男性
126例 ， 女性79例 ， 平均年齢51．5齢 を対象に 肝機能検
査成績 に つ い て検討 した ．
対象2 05例中 H C V陽性例は33例く16．1％1 であり，
20歳代 か ら60歳代に か け て加齢 と と も に 陽性率が増加
す る 傾向が認め られ た ． 肝機能検査値 は ， HCV 抗体
陰性者 に 比 べ 陽性者の G O T， G PT ， Z T T， T T Tで
は pく0 ．0 1， T －Bil， D
－ Bil， G UA で は pく0．05の 有意
な 高値 を示 し， Ch E， A L B， T ．Cho で は pく0．01 の有
意な 低値 を示 した ． 一 方 H C V抗体陽性者で は ， 上記
項目の検査値が 正 常範囲内 に あ る症例 も か な りの 頻度
で み ら れ たが ， G OT ， G P T， Z T T， TT T， A L Bなど
の 分布 を検討 す る と ， 一 応 正 常 範囲内 に あ っ て も
1 S D と 2SD の 間に 偏 る 頻度 の 高 い こ と が 認め られ
た ． 肝機能検査値が 正 常上 限あ る い は下限付近 の値で
は
，
H C V感染と の 関係 に つ い て の吟味が 必要 で あろ
う と考 え ら れ た ．
B 18． 北陸地区 の 透析患者 に お ける H C V抗体の保有
率 に つ い て
0 杉本英弘 ， 橋本儀 一 ， 森河 浄
黒 田 満彦 く福井医大検査鮒
帽 捌 C 型肝炎ウ イ ル ス くH C叫 の 主 な感染経路と
して 輸血が知 られ て お り ， 輸血を受 け る機会 の 多い 透
析患者 は H C Vに 感染 し てい る 危険性 が高い ことが考
ぇ ら れ る ． 今 回 我々 は E LIS A法 くOrtho ， H C V
．Ab
EuSA テス り を 用い て ， 北 陸地区 の透析患者の
H C V抗体保有率 を調 べ ， 輸血歴 ， 臨床的 パ ラ メ
ー タ
な ど ， との 関連性 に つ い て 検討 した ． 亡成酎 北陸地区
全体 で は22．9％ く178乃7引， 地域別 で は福井県36－8％
く99ノ26別 ， 石 川 県14 ．6％ く42ノ2絢 ， 富 山県16■7％く37ノ
2221 と 高率に 陽性を 示 した ■ ま た ， H C V抗体陽性患
者の う ち67．4％ く120ハ781 が 輸血 を受 け て お り， さら
に 陽性率 と輸血 量 ， 透 析 年 数 と の 間 に 有意な相関
くS P E A R MA N 度数検定 ， pく0 －0 1 が 認 めら れ た
一
亡結論コ透析患者の 2割以 上 が E C V抗体 を保有して
ぉ り ， 輸血 歴や 透析年数 と の密接 な関連性が 示唆され
た ． 輸血 を受 け る 頻度 の 高 い 集 配 特 に 透析患者で
は ， H C V抗体の ス ク リ
ー
ニ ン グ は不 可欠 で あ り ， 陽
性者 の肝機能 の経過観察 お よ び院内感染の 予防対策が
必要と思わ れ た ．
B19． 成年期 に お け る風疹 ワ ク チ ン接種効果 の 評価
0 梨子 村絹代 ， 中西 愛 ， 堀内礼子




昭和52年か ら先天 性風疹症候群の 予 防と して 中学 2
年女子に 風疹ワ ク チ ン 接種が 行わ れ た ■ そ こ で妊婦 を
含む成人の血中抗体 を測定 し ， ワ ク チ ン効 果と追加接
種の必要性 に つ い て検討 した ． 仁方法 と対象コ 予研法
に 準じ H I価を測定 ． 接種 群2 0歳女 と27歳 以 下 の 妊
軌 非按種群28歳以 上 の 妊婦と 対応す る 年齢 の男 ， 計
748例を対象と した ． 仁結果コ0 ワ ク チ ン接種率は72．5
旬84．5％各自己申告 に よ る碍患率1．9 へ 12．9％に 比 べ ，
男の抗体陽性率74．6旬 85．6％ は高く ， 不顕性感染が多
い ． 魯非 ワク チ ン接種妊婦の陽性率92．2％は 同年齢男
76．8％より 高く ， 女が 育児で よ り 多く の感染機会 を持
ち， 妊娠可能年齢 で15旬 16％の 感染率 が推測 され る ．
ゆワ ク チ ン効果 ニ20歳女96．7％同男85． 6％妊婦錮 ．2％
同年男74．6％と抗体保有率 は高く ， か つ 抗体価 も接種
群の30．5％が128倍以上 俳接種群14．8％1と 高い ． 仁結
論コ接種群 の妊娠中の感染 は， 20歳時陰性率 4％ x 出
産年齢の感染率16％ ニ 0．6％以下で あ る ．
B 20． 日常検査に お け る H T L V－ I 抗体 の検査法と そ
の評価
0 小西童子 ， 唐木清利 ， 米村悦子
く国 立 金沢病院研究検査料J
A T L起因ウイ ル ス で あ る H T L V－ I の抗体検査を
実施， P A法 によ る ス ク リ ー ニ ン グ検 査の評価 と 日 常
検査法と して の確認試験 に つ い て検討 ． 仁方法 と対象コ
P A法 は セ ロ デ ィ ア A T L Aキ ッ ト と H T L V I
キッ ト，確認試験 は E LIS A． エ ー ザイ ， I F． M B L， お よ
び感染細胞 を用 い た EIA．K A R P A S．A T L Aセ ル テ ス
ト ． デ ン カ の三 法 を用 い た ． 妊婦1891 8名 を 対象 と し
た ． 亡結果j OA T L Aキ ッ ト の ス ク リ ー ニ ン グ は
0．86％の 陽性率 ， 128 P A価以 上 は0．14％ ， 128P A価
の419 はIF 陰性C21 H T L VIキ ッ ト は A T L Aキ ッ ト
64P A価以 下 の 5 3． 1％ が 陰性 ， ス ク リ ー ニ ン グ は
0．43％， 1 28 P A価以 上 は0．2％ で確認試験 す べ て 陽
性， 特異性高く 128P A価 を 1 つ の 診断基 準 に 出来る ．
砂A NA 陽性は E LIS A で疑陽性 と な る ． 感染細胞11
10塗布標本使用 の K A R P A S－EI A は特異的 に 判定可
能で確認試験 と して bette r． ゆ石JH県の キ ャ リア率 は
0．1％余と 考え られ た ．
B 21． 結核菌由来蛋白くP P Dl に 対す る リ ン パ 球 の 反
応性 と結核の 予後
0 浅井義勝 ， 小西杢子 ， 中川志津子
く国立金沢病院研究検査料1
落合容 子 ， 石 井 陽く国療若松病院研究検査料J
結核患者の リ ン パ 球活性を測定 し， 予後診断意義に
つ い て 検討 ． く方法 と対射 3H －thymidin e取 り込 み に よ
る リ ン パ 球幼若化試験 を実施 ． P H A Co nA P W M と
ツ ベ ル ク リ ン活性物質くP P D， 0．1JLglmり を mitog－
e n と した ． 肺結核患者26， 非感染者 4 ， 医療 従事者
1 7， 事 務 職貞2 2例 を 対象 と し た ． く結 果い9P H A
くStim ulatingInde x患者平均 士偏差116 士11 7職員406
士180 Co nA く183 士491216 士95JP W Mく28 士21I5 1士
341に 対す る患者の リ ン パ 球活性 は低い ， eP P Dに 対
して は非感染者0．5 士0．2， 職員2．6士1．6， 医療従事者
3．5 士2．1に 比 べ て ， 患者は5．4 士2．1 と高く1．0一 － 21．9
に 広く 分布 し個人差病期に よ る差を認 めた ． e2 年間
の経過中死亡 5例 と入 院中1例の 予後不良例 の 活性 は
い ずれ に 対 して も低い 傾向にある が ， P P D に対 し て
はす べ て が S．13．5以下であ っ た ． 活動期の P P D が




座 長 酒井 晃く富山赤十字1
1 ． 副腎骨髄脂肪腰の 1例
0 田近栄司， 中村武夫く富山県立中央I
三輪淳失く同 病 埋I
2 ． 副腎神経節神経腫の 1例
0 西 野昭夫 ， 亀田健 一 く小松市民I
高崎秀昭く同 内科1
大井章史く金大第1病理1
3 ． 両側性多結節性副腎過形成の 1例
0 山本秀和 ， 徳永周二 ， 長野 賢 一
大川光央， 久住治男く金大1
安 田俊 一 ， 井城 一 弘， 宮森 勇
く同 第2内科I
4 ． 後腹膜腔に 発生 した 巨大脂肪腰の 1例
0 南後 修， 宮崎公臣， 横山 修
藤 田幸雄く藤田記念I
石 田武之 く金 大I
渡辺願七郎く国立金沢検査 料1
加藤憲章く福井医大放射線科1
5 ． 自然破裂 が疑わ れ た n ephr obla sto m aの 1例
0 平田 昭夫， 小泉久 志く黒部市民病院I
打林忠雄 く金大I
斉藤勝彦く同 第 2病 理1
6 ． 下 大静脈奇形 を伴 っ た左腎孟破裂の 1例




座 長 美川郁夫 く厚生連高 剛
7 ． 腎結石 に 合併 した 腎孟 infla m m atory poly pの 1
例
0新田 政博 ， 菅 田敏明く福井済生会1
南後千秋 ， 塚原健治 ， 西川忠之
く福井赤十字ン
河原 栄 く金大第 1病理1
8 ． 腎孟移行上皮痛 を合併 した 多房性腎嚢胞 の 1例
0 平野幸治 ， 川 口正 一 ， 美川郁夫
く厚生連高岡1
増田信 二 く同 病 理科I
北川清隆く同 放射線科1
9 ． 肉腫様増殖 を示 した 尿管癌の 1例




10． 小児 にみ ら れた 膀胱移行 上皮腫瘍 の 1例
0元井 勇 ，．高島三洋く氷見市民I
北川 正信 く富山医薬大第 1病理ナ
11． C A 19．9 の異常高値 を示 した 興味ある膀胱癌 の 1
剖検例
0加藤正博 ， 神田 静人く宮山市民ナ




12． 勝胱炎様症状 を呈 した サ ル コ イ ド ー シ ス の 1例
0 三 原信也 ， 越 田 潔， 長 野賢 一
久住治男く金大1
横山 仁 く同 第 1内科ナ
松原藤継く同 中検病理ナ
13． 腎機能障害 を伴 っ た Sc aphoid 型 巨大尿道 の 1例
0 大山伸幸 ， 西淵繁夫 ， 藤 田知洋
中村直博 ， 蟹本雄右 ， 岡田謙 一 郎
く福井医大I
羽 田敦子 ， 塚原宏 一 ， 須藤正 克
く同 小児科1
14． 男子 尿道痛 の 1例
0 風間泰蔵 ， 村 石康博 ， 坂井健彦
里見定借 ， 石川成明， 布施秀樹
片山 喬 く宮山医薬大1
15． 精巣悪性 リ ン パ 腫 の 1例
0西川忠之 ， 島村正 喜 ， 宮城徹三郎
く石川県立中軸
河村洋 一 ． 山崎雅美く同 血鞍内科
車谷 宏く同 病劉
16． 脳 ． 肺 に転移 を有す る畢丸腰瘍の 1治験例
0 勝見哲郎 ， 村山和夫 く国立金勒
道場昭太郎 く同 外科
石倉 彰 く同 脳外科
渡辺供七郎く同 検査印
17． 腎移植後の 出産例
0 馬込 敦 ， 下 在和 ， 池田龍介
鈴木孝治 十 津川龍 三 く金沢医村
由利健久 ， 北 田博久 ， 石川 勲
篠田 暗く同 腎臓内科
高林晴夫 ， 桑原惣除く同 産婦人科
臨床的研究
座 長 大川光央く金大ン
1 臥 過去6年間 に 当科 で実施 した前立腺検診の 集計結
果
0梅 田 慶 一 ， 酒本 諌 ， 木村仁美
水野 一 郎， 寺田為 義， 布施秀樹
一 片山 喬 く富山医薬対
19． 当科 に お け る高齢者手術症例 に つ い て
0 北川清隆 ， 江川雅之 く公立松任石川申対
20． ク ラ ミ ジア 性男子尿道炎の臨床的検討
0 奥村昌央 ， 川村研 二 ， 長谷川真常
く長谷Jけ病院1
21． 当科 に お け る腎細胞癌の臨床的観察
0小林重行 ， 香久山明 ， 馬込 敦
田 中達朗 ， 下 在和 ， 池田龍介
津川龍 三 く金沢医村
22． 福井医科大学に お け る膀胱腫瘍 の 臨床的検討
0 西淵繁夫， 佐藤 一 博 ， 三 輪吉司
鈴木裕志， 秋 野裕信， 磯松幸成




0 宮永章 一 ， 吉川秀昭， 山口 博
塚 田貞夫 く金沢医大形動
2 ． 形成外科医に 必 要な写真撮影法
0 伊 藤 仁 く関東労災形動
3 ． 真性 ケ ロ イ ドの 凍結療法
943
0伊藤 仁く関束労災形成1
4 ． 顔面小腫瘍 に 対す る Ope ntre atm e nt の適応 と そ
の限界
0 畷 稀苦く金沢市1
5． 下顎骨関節突起骨折 に 対す る創外囲走
0 上 茂 ， 亀井康 こ く市立砺波総合形成1
6． 当科 に お け る小耳症手術症例 の 検討
0荒井 正雄 ， 岡田忠彦く福井県立形成1
太 田真人 く石 川 県中形成1
7． 耳介血腫 に お け る軟骨組織像
0 池田 和隆く能登総合形成I
川上重彦く金沢医大形成1
8． 顔面神経 へ の 到達法の検討




9． M arc u sGun n 徴候 を伴う 眼瞼下垂症 の治験例
0 安田 浩 ， 塚田 貞夫 ， 佐藤祐子
原陽 一 郎 く金沢医大形成1
10． 激痛を認 めた腹部皮下腫癌 の 1例
0平敷貴也 ， 置塩長政 く富山市民形成I
ll． 姉弟に み られ た外陰部乳房外 Paget 病
0 赤羽 紀子 ， 島津保生 く富山県中形成I
三輪淳夫 く同 病理I
12． 背部慢性膿皮症 の 手術経験
0加 田腐秀 ， 山本正 樹， 太田真人
く石川県中形成I
池田和隆く能登総合形成1






一 診断上 の 問題点－
0 北山吉明 ， 畷 稀苦 く金沢市I
15． 乳児指址線推腫症 の 2例
0 谷口和佳枝 ， 長谷 田泰男く厚生連高岡形成ナ
増田信 二 く同 病理1
石倉直敬 く金沢医大形成I
16． 形成外科領域 に お ける 炭酸ガ ス レ ー ザ ー 手術
0 島津保生 ， 赤羽 紀子 く富山県中形成I
17． ル ビ ー レ ー ザ ー に よ る 色素性皮膚疾患の 治療
0林 洋司， 川中隆雄 く浅 ノ 川総合形成1
安 田幸雄 ， 塚田 貞夫 く金沢医大形成1
第19会場 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 医学分 科会
第23回 北陸 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 医学集談会
一 般演題
1 ． NI C UくNe o n atal lnten siv eCar eUniO 入 院患児
に 対 す る言語療法士 の 役割
0細川多佳子 ， 相野 田紀子 く金沢医科大病院I
2 ． 言語発達遅滞児の言語訓練
一 愛育児童病院で の こ 年間の経験 －
0 和泉慶子 く愛育児童病院1
相野 田紀子 く金沢医科大病院1
3 ． 発達障害児 に 対す る音楽療法
一 言語療法の 立場 か ら －
0 太田朗子 ， 竹 元ま ゆみ ， 平 岡真 一
く石 川整肢学園ン
4 ． 麻痔性構音障害患者の発話明瞭度の 評価
0 斉藤裕子 ， 勝木 準． 小 野桂子
吉 田 泉， 森川豊子 ， 山口 昌夫
り ハ 加賀八 幡温泉病院I
勝木道夫く声域病院I
5 ． 一 健忘性失語症者に お け る書字障害に つ い て
0松田 崇， 西 田勇人 ， 佐原 伸行
く高志リ ハ 病 院I
6 ． 反 響言語 ． 反響 書字 を呈 した前大脳動脈出血 の 1
例
0 堂 ケ崎裕美． 四 十住伸 一 く能登総合病院1
相野 田紀子 ， 榎戸秀昭く金沢医科大病院I
7 ． 一 側頭葉後下部損傷 に よ る失読失書の 訓練
0手取屋浩美 ． 鈴木重忠， 能登谷 晶子
古川 付 く金沢大学病院ナ
藤井博之 く藤井脳神経外科病院I
8 ． 物体 失認 ， 純粋失読， 記憶障害 を呈 した 1例
0 今城恵理 子 ， 矢野博明く矢野神経内科1
鈴木重忠 ， 能登谷 晶子 く金沢大学病院1
9 ． 聴覚 失認 の 1症例
0 中澤久夫 ， 伊藤清苦く福井総合病院1
10． 観念 失行 を呈 し た 1例
0 本江裕治， 松田 崇 ． 佐原伸行
く高志リ ハ 病 院I
ll． Utiliz atio n beha vio r お よ び Enviro n m ental
depe nde n cy syndr o m eの リ ハ ビ リテ
ー シ ョ ン 施
行上 の取扱 い に つ い て
0佐原伸行 ， 荒木 一 富 く高志リ ハ 病院1
12． 失語症復職例 の フ ォ ロ ー ア ッ プ
0 飯田裕美， 伊藤清吾， 稲村 意
西脇由加理 ， 中澤久夫 く福井総合病院I
13． 視床 出血 の急性期リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン
944 学
0 館 美智子 ， 伊 藤秀樹 ． 塩井美紀
大房真実 ， 中村佳代 ， 松井佳子
く富山赤十字病院1
14． 万 歩計 を用 い た C V A患者 の A D L拡大 の 試 み
0 荒Jlt博志 ， 伊藤清書 ， 坪田裕美子
川越清次， 藤波栄司 く福井総合病院I
15． 脳血管障害片麻痺例 の 入 浴
0塩井美紀 ， 伊藤秀樹 ， 舘美智子
中村佳代 ， 松井佳子 ， 大房真実
く富山赤十字病院1
16． 老人病 院入 院患者の ADL と精神機能 の 関係
1 0 北村賢靂 ， 中 久美， 丸本 晃
く黒部温泉病院I
柴田克之 ． 松田 勇く金沢大学医短1
17． 当院に お け る歯科 口 腔外科領域の 理 学療法 に つ い
て
0 矢部信明 ， 川崎 清 t 小田 孝雄
坂部費志治 ， 西島 徹 ， 島寄憲章
道下勝元 ， 豊田 泰美く福井赤十字病院1
18． 食道癌 に 肺癌を併発 し た患者 に 対 す る術前後 の肺
理学療法経験
0 西野 学 ， 清光 至 ， 宮腰 実紀
片田圭 一 ， 吉藤圭子 ， 渡辺弘美
石田 一 樹 ， 佐藤 日出夫 ， 島 巌
く石川県中1
19． 熱傷 に よ る両膝疲痕拘締の 1症例
OJl卜合 宏 ， 新 出敏治 ， 松平洋子
く宮山医薬大1
2 0． 日常生活動作 が完全 に 自立 し ， 社会復帰 を行 っ た
C6Eヨ肢麻痔患者 を経験 し て
0寺 田佳代 ， 田 中昌代 ， 西 出義明
建部明代 ， 酒井広勝 ， 土 場好美
杉浦良道 ， 野原和彦， 山口 昌夫
くリ ハ 加賀八 幡温泉病院1
勝木道夫 く声域病院1
田川義勝 く金沢大学医短1
21． 両股 離断の 1症例
0 三 秋泰 一 ， 前 田 真 一 ， 岸谷 都
く金沢大学病院1
立野勝彦 ． 染矢富士 子 く金沢大学医短I
22． 運動負荷 に お ける SaO2 の変 化に つ い て
一 第 一 報－
0 藤本 昭 ， 山 口 まゆ み ， 山口 伸 一
木村千鶴子 ， 島田政則 く福井総合病院1
堀 秀昭 了髪元 朋史 ， 斉藤幸江
く福井医技専1
2 3． 当院に お け る ス ポ ー ツ リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 外来 叫
年間の 経過
0 番谷 厳 ， 清水雪夫 ， 番谷由美子
坂 本千鶴 ， 山田 均 く社保高岡病院ナ
24． バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 選 手 に お け る 足関節捻挫 へ の
テ ー ピン グ
ー 急性期 に お け る競技復帰 へ の 援助－
0 野原和彦 ， 辛島修 二 ， 山口 昌夫
くリ ハ 加賀八 幡温泉病院ラ
勝木道夫く声域病院1
25． A C L術後患者の 早期筋力 ト レ ー ニ ン グ とそ の効
果
0 嶋 田誠 一 郎 ， 佐々 木伸 一 ， 竹村啓住
長谷健司 ， 和田 真 ， 田中義孝
井村慎 一 く福 井医科大病掛
26． 歩 行分析 か ら み た A F Oの 効果
0 佐 々 木 伸一， 嶋 田誠 一 郎 ， 竹村啓住
田中義孝 ， 井村慎 一 く福井医科大病掛
27． 膝 等速運動 トル ク値 の 再現性 の 検討
0 田村 茂く高志 リ ハ 病院1
28． 大腿骨頸部 に お ける 骨梁構造と運動機能 との 関連
性 に つ い て
0 城戸智之 ， 荻島久裕 ， 四谷昌嗣
石 黒 淑子 ， 宮本綾子 ， 谷 口修 一
鈴木敏雄 く山田温泉病院1
29． ギプ ス 上 か ら の極超短波照射量 に つ い て の 検討
0敢訪勝志 ， 川 畑義光 ， 内山清 一
大谷源造 ， 石渡和美， 井舟正秀
埴生知則 く恵寿総合病院I
立 野 勝彦 ， 演 出茂治く金沢大学医矧
30． 正 常人 に お け る上 肢 H波の検討
一 正 中神経刺激 に よ る－
0井舟正秀 ， 川畑義光 ， 内山清 一
大谷源造 ， 平 昇 市 ， 栗山 めぐみ
洲崎久美 ， 谷 内山清香 ， 埴生知則
く恵寿総合病院1
立野勝彦 ， 演出茂治 く金沢大学医矧
31． 当苑で の 理 学療法に つ い て








1． 当科外来患者 に 見 られ た 全身疾患 の 臨床統計的観
察
0 中新敏彦 伽 賀八幡温泉歯口 外I
2． 当科に お け る最近 4 年間の 嚢胞性病変の 臨床統計
的観察
0 宮田 勝 ， 坂 下英明く石川県中歯口 外I
車谷 宏く同 病理1
3 ． 上 顎洞粘液嚢胞の 2例
0 能崎晋 一 ， 隅 山鏑徳 ， 中島正 晴
馬場利人 ， 垂木俊美 ， 山本悦秀
く金沢大医歯 口外I
4 ． 下顎骨 に お ける 骨塩定量装置
－ Q．D．K－1 00 の使用 経験－
0 玉 井 学 ， 林 解平 ， 石井保雄
く福井医大歯 口 外ナ
座長 松本長 一 朗 く金沢医大I
5 ． エ プ ー リス 状所見 か ら再発が確認さ れ た 上 顎 エ ナ
メ ル 上 皮腫の 1例
0 今井 一 志 ， 斎木康正 ， 加藤隆三
馬場俊人 ， 室木俊美 ， 山本悦秀
く金沢大医歯口外I
6． 多数の 永久歯萌出遅延 を認め た 1 自験例
0高沢 一 長 ， 松 本長 一 朗 ． 太 平三 四 郎
上 田 由美， 鈴木 叫 く金沢医大歯口外I
7． 舌に 発生 した神経鞠腰の 1例
0 小 笠 原利行， 玉井 学 ， 林 解平
石 井保雄く福井医大歯口外I
8． 舌背部に 発生 した 被角血管腫 の 1例
0 鹿渡靖子 ， 宮 田雅代
，
今井 一 志
馬場利人 ， 熊谷 茂宏 ， 山本悦秀
く金沢大医歯 口 外1
座長 中川清昌く金沢大医I
9． Le Fo rtI型 o ste oto my を施行 し た陳 旧性上 顎骨
骨折の 1例
0 野 尻孝司， 稲場 数 ， 西 出雅博
中島正晴 ， 藤元 栄輔 ． 山本悦秀
く金沢大医歯 口 外J
lO． 顎骨欠損部 へ の イ ン プ ラ ン ト用 結晶化ガ ラ ス の 応
用 く臨床経過と画像に よ る評価l
O 斎藤 諭， 大野 屋 雅寛 ， 小笠 原利行
中美俊大 ， 林 解平 ， 石 井保雄
く福井医大歯 口 外ン
11． イ ン プ ラ ン ト用 結晶化 ガ ラ ス を用 い た顎墳形成術
に つ い て く3D術前 ， 術後 の 評価l
O 林 解平 ， 小笠 原利行， 西 出直人
玉 井 学 ， 斎藤 諭， 大野 屋 雅寛




生体機能ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク ス の 基礎と 臨床応用 へ の
試み
金沢医科大学歯科口 腔外科学教室
教授 塩 田 覚
座長 高田保 之く金沢医大J
12． 舌顎骨前方誘導装置 に て 改善 をみ た 睡眠時無呼吸
症 候群の 1例
0 香林正 治， 中川 真， 勝 田 誠
須佐美隆三 く金沢医大矯正I
13． QO LくQu ality of lifelを 考慮 した顎 補綴の 1症例
0稲垣 慶子 ， 梶村悦朗， 長谷 川千嘉子
水分寿雄 ， 吉田季彦 ， 寺島龍 山
岩井正 行， 古田 勲く富山医薬犬歯 口 外I
14． 太平洋戦争戦傷患者に お ける 顎補綴 の 1 例
0 奥田泰生
， 山内浅則 ， 梶村悦朗
森川正俊 ， 佐渡忠司 ， 大木淳 山
田 中慎 二 ， 杉本裕史 ， 真舘藤夫
古田 勲く富山医薬大歯 口 外j
座長 杉本裕史く富山医薬大1
15． 頚部 リ ン パ 節腫脹を初発症状と し たサ イ コ イ ド ー
シ ス の 1例
0 幾島貴弘 ， 奥田泰生 ， 梶村悦朗
坂牧由浩 ， 朝倉慎 一 郎 ， 折本 聴
澤 田敏曙 ， 紗 什史郎 ， 北野秋桧
山 田隆寛 ， 永森 司 ， 岩井正 行
古田 勲く富山医薬大歯 口外ン
16． 口 腔粘膜 に 初発し た尋常性天庖瘡の 1 例
0 森 和久 ， 日尾清史く高岡市民歯 口 外ブ
田中佐 一 良 く同 耳鼻1
熊谷武夫 ， 服 部邦之 洞 皮膚1




馬場利人 ， 藤元 栄輔 ， 山本悦秀
く金沢大医歯 口 外ラ
座長 林 解平 く福井医大ナ
18． 唾液腺腫瘍の 病 理組織学的検討
0 坂 下英明 ， 宮 田 勝く石川県中歯 口 外1
車谷 宏く同 病理1
19． 最近 経験 した 下口 唇痛の 2例
0 川 尻秀 一 ， 滝野 隆久 ， 中島正晴
高塚茂行 ， 岡部孝 一 ， 馬場利人
946
室木俊美 ， 中川清昌， 山本悦秀
く金沢大医歯口 外I
20． 広範 な下顎骨肉腫 に 対 す る大量 化学療法 の 検討
0 杉本裕史， 永森 司． 寺 島龍 一




亀山洋 一 郎 く愛知学院大病勒
21． 遊 離前腕皮弁に よ る 舌 ． 口底 部欠損 の即時再建の
経 験
0 中尾治恥 藤元 毅く国立金沢歯口州
米沢幸平 個 室形き
橋本 二 美男く金沢大医整勒
